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Ⅰ．自動車特定整備事業の業務について

１．自動車の特定整備について

　道路運送車両法の一部を改正する法律（令和元年法律第14号）により、分解整備の範囲について、
取外しを伴わなくとも装置の作動に影響を及ぼす整備又は改造等に拡大するとともに、対象装置と
して自動運転レベル３以上の自動運転を行う自動車に搭載される「自動運行装置」を追加、並びに
衝突被害軽減ブレーキやレーンキープアシスト等を構成する「運行補助装置」が追加となり、これ
ら「電子制御装置整備」と「分解整備」を合わせてその名称を「特定整備」に改める改正が行われ
て令和２年４月１日から施行されました。

（１）道路運送車両法施行規則第３条「特定整備の定義」について
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道路運送車両法施行規則第３条「特定整備の定義」の解釈について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　［国自整第275号　令和２年２月６日］

　道路運送車両法の一部を改正する法律（令和元年法律第14号）により、分解整備の範囲について、
取り外して行う自動車の整備又は改造を装置の作動に影響を及ぼす整備又は改造に拡大するととも
に、対象装置として「自動運行装置」を追加し、その名称を「特定整備」に改める改正が行われ、
本年４月１日をもって施行されることとなっている。
　また、道路運送車両法施行規則等の一部を改正する省令（令和２年省令第６号）による改正後の
道路運送車両法施行規則（昭和26年運輸省令第74号）第３条において、特定整備の定義が規定され
たところ、この特定整備の定義の明確化を図るため、標記について別紙のとおりとすることとした
ので、これらについて了知するとともに、関係者に周知徹底を図り、今後はこれにより遺漏なきよ
う取り扱われたい。
　なお、「道路運送車両法施行規則第３条及び第57条の改正点の解釈について」（昭和42年６月28日
付、自整第98号）及び「道路運送車両法施行規則第３条「分解整備の定義」の解釈について」（平
成８年８月20日付、自整第151号）は、令和２年４月１日限りで廃止する。
　本通達については、別添のとおり関係団体あて通知していることを申し添える。

参　考
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道路運送車両法施行規則第３条「特定整備の定義」の解釈

Ⅰ　特定整備の解釈
　自動車の構造及び装置は自動車によって異なることから、以下では、特定整備に該当する主要
な作業を例示する。
　なお、ここでいう「取り外し」、「取付位置又は取付角度の変更」及び「機能の調整」には、作
業の過程における、自動車を保安基準に適合しない状態に至らしめる行為も含まれる。
　また、「整備又は改造」とは、自動車について何らかの変化を施す作業全般をいう。特に、整
備とは給油脂、調整、部品交換、修理、その他の自動車の構造又は装置の機能を正常に保つ又は
正常に復するための作業（行為）をいう。

　１　 分解整備（道路運送車両法施行規則（昭和26年運輸省令第74号。以下「施行規則」という。）
第３条に規定するものをいう。）について

　　（1）原動機（施行規則第３条第１号関係）
　　　　原動機について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　原動機関係
　　　  　 　シリンダブロック（ただし、二輪にあってはクランクケース。また、シリンダブロッ

クの取り外しを伴うフライホイールを含む。）
　　（2）動力伝達装置（施行規則第３条第２号関係）
　　　　動力伝達装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　クラッチ関係（二輪の小型自動車は除く。）
　　　　　 　クラッチのレリーズフォーク、レリーズベアリング、ダイヤフラムスプリング、ク

ラッチディスク、クラッチカバー、プレッシャープレート及びプレッシャースプリング
　　　　②　ギヤ関係
　　　　　 　マニュアルトランスミッション、オートマチックトランスミッション、トルクコン

バータ（ＣＶＴを含む。）、トランスファ、トランスアクスル、デファレンシャル、差動
制限装置、ファイナルギヤ

　　　　③　推進軸・駆動軸関係
　　　　　 　プロペラシャフト、ユニバーサルジョイント、センタベアリング、ドライブシャフト、

等速ジョイント
　　（3）走行装置（二輪の小型自動車を除く。）（施行規則第３条第３号関係）
　　　　走行装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　懸架・回転装置
　　　　　 　フロントアクスル、フロントナックルスピンドル、フロントホイールベアリング及び

フロントキングピン並びに前輪独立懸架装置のサスペンションアーム、ナックルスピン
ドル、ホイールベアリング及びキングピン並びにリヤアクスルシャフト

別　紙
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　　（4）かじ取り装置（施行規則第３条第４号関係）
　　　　かじ取り装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　ステアリング操作機構関係
　　　　　 　かじ取りフォーク
　　　　②　ステアリングギヤ機構関係
　　　　　 　ギヤボックス
　　　　③　リンク機構関係
　　　　　 　ドラックリンク、ピットマンアーム、タイロッド、タイロッドエンド、リレーロッド、

アイドラアーム、ナックルアーム、ベルクランク、セクタアーム、リンクロッド、スレー
ブレバー

　　（5）制動装置（施行規則第３条第５号関係）
　　　　制動装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　ドラムブレーキ関係
　　　　　 　ブレーキドラム（二輪の小型自動車のブレーキドラムを除く。）、ブレーキシュ―、ホ

イールシリンダ　バックプレート、シューアジャスタ、ブレーキスプリング
　　　　②　ディスクブレーキ関係
　　　　　 　ブレーキキャリパ（ブレーキキャリバの取り外しを伴うブレーキパッドを含む。）、シ

リンダ、ピストン、ブレーキディスク
　　　　③　ホース、パイプ、バルブ関係
　　　　　 　ホース、パイプ、リレーバルブ、チェックバルブ、ダブルチェックバルブ、プロポー

ショニングバルブ、セーフティバルブ、セーフティシリンダ、メターリングバルブ、レ
ギュレータバルブ、ABSアクチュエータ、ABSモジュレータ、ASRモジュレータ

　　　　④　分配・倍力関係
　　　　　 　マスタシリンダ、ブレーキチャンバ、倍力装置
　　（6）緩衝装置（施行規則第３条第６号関係）
　　　　緩衝装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　緩衝関係
　　　　　 　リーフスプリング、エアスプリング
　　（7）連結装置（施行規則第３条第７号関係）
　　　　連結装置について、次に該当する部品を取り外して行う自動車の整備又は改造。
　　　　①　連結装置関係
　　　　　 　キングピン、カプラ、ルネットアイ、ピントルフック
　　（8）付随作業が分解整備に該当するもの
　　　　① 　ストラットを取り外して自動車を整備又は改造する際にブレーキホースを取り外して

自動車を整備又は改造するもの。
　　　　② 　パワーステアリング装置を取り外して自動車を整備又は改造する際にギヤボックスを

取り外して自動車を整備又は改造するもの。
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　２　電子制御装置整備（施行規則第３条に規定するものをいう。）について
　　（1）運行補助装置（施行規則第３条第８号関係）
　　　　①　アからエのいずれかの取り外し
　　　　②　アからエのいずれかの取付位置若しくは取付角度の変更
　　　　③ 　ア又はイの機能の調整（スキャンツールを用いて電子的な調整又はECUの学習（コー

ディング ) を行うもの。ECUの作動に影響を及ぼすことのない故障コードの読取及び
消去を除く。）

　　　　ア　センサー
　　　　　 　前方をセンシングするための単眼・複眼のカメラ、ミリ波レーダー、赤外線レーザー、

LiDAR等をいう。かじ取り装置又は制動装置の作動に影響を及ぼすことのないソナー
等を除く。

　　　　イ　電子計算機
　　　　　　ECU（Electronic Control Unit）をいう。
　　　　ウ　自動車の車体前部
　　　　　 　バンパ、グリルをいう。直接センサーと接していなくとも、当該車体前部の脱着によ

りセンサーの検知に影響を及ぼすものを含む。
　　　　エ　窓ガラス
　　　　　 　アのセンサーが外部の状況を検知するための映像又は外部の状況を検知するために発

した信号が透過する窓ガラス（直接センサーと接していなくとも、当該ガラスの脱着に
よりセンサーの検知に影響を及ぼすものを含む。）

　　　 　なお、施行規則第３条第８号柱書のかじ取り装置については、道路運送車両の保安基準の
細目を定める告示（平成14年国土交通省告示第619号。以下「細目告示」という。）に規定す
る自動命令型操舵機能（協定規則第79号における CategoryB1に該当するものに限る。）を
いい、制動装置は細目告示に規定する衝突被害軽減制動制御装置をいう。　

　　（2）自動運行装置（施行規則第３条第９号関係）
　　　 　道路運送車両法第41条第1項に規定する自動運行装置を取り外して行う自動車の整備又は

改造、その他当該自動運行装置に係るセンサー等の機能の調整等であって当該自動運行装置
の作動に影響を及ぼすおそれのある自動車の整備又は改造

Ⅱ　特定整備の解釈に関する問合せ窓口
　 　この通達に示した作業は一般的な例であるため、全ての整備作業を網羅したものではない。し
たがって、この他不明な点については特定整備の定義に関する問合せ窓口において対応する。

（窓口の連絡先）
　国土交通省自動車交通局整備課整備係
　住　　　所：〒100－8918　東京都千代田区霞が関2－1－3
　電 話 番 号 ：03－5253－8111（内線42412）
　ＦＡＸ番号：03－5253－1639
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＜特定整備の対象装置と作業の範囲に関する（例）＞

　　　　　　 　電子制御装置等に関する例
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（２）特定整備記録簿について
　自動車の特定整備を行う事業場は、特定整備記録簿を備え置き、特定整備を実施した際には、整
備の概要等必要事項を特定整備記録簿に記載して自動車使用者に対し、その写しを交付するととも
に、事業場控を２年間保存することが義務付けられています。

（３）整備主任者について
　自動車特定整備事業を経営しようとする者は、自動車特定整備事業の種類及び特定整備を行う事
業場ごとに地方運輸局長の認証を受けなければならない旨が法令に規定されています。
　この場合、自動車特定整備事業者は、事業場ごとに特定整備に従事する従業員であって次の資格
要件を満足する者のうちから少なくとも一人を選び、当該事業場で実施する特定整備及び特定整備
記録簿の記載に関する事項について統括管理をさせなければならない旨が法令に規定されており、
この統括管理を行う者を「整備主任者」といいます。

整備主任者の選任資格要件
　①「分解整備」を行う事業場
　　 自動車整備士のうち一級又は二級の技能検定に合格した者。（原動機に係る認証を含む場
合は二級自動車シャシ整備士を除く。）

　② 「電子制御装置整備」を行う事業場
　　 自動車整備士のうち一級（二輪を除く）又は一級（二輪に限る）、二級、車体、電気装置
の技能検定に合格した者であって、電子制御装置整備に必要な知識及び技能について運
輸支局長が行う講習を修了した者。

　③「分解整備」と「電子制御装置整備」の両方を行う事業場
　　 自動車整備士のうち一級（二輪を除く）又は一級（二輪に限る）、二級の技能検定に合格
した者であって、電子制御装置整備に必要な知識及び技能について運輸支局長が行う講
習を修了した者。（原動機に係る認証を含む場合は二級自動車シャシ整備士を除く。）
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　自動車特定整備事業者は、整備主任者の選任及び変更が生じた場合、その変更等があった日から
15日以内に運輸支局長に届出をしなければなりません。
　また、整備主任者（選任・変更）の届出書（第４号様式）に必要事項を記入し、届出るとともに、
新たに選任する場合は、選任資格要件を確認することができる書面（自動車整備士技能検定合格証
書、電子制御装置整備の整備主任者等資格取得講習修了証、自動車整備技能者手帳等）の添付が必
要です。

　　　　　 添付書類（例）届出書式 　　　　　　　 　　　

（４）整備主任者が行う統括管理について
　道路運送車両法施行規則第62条の2の2第1項第7号の整備主任者が行う統括管理は、「道路運送車
両法の一部を改正する法律等の施行に伴う整備主任者制度等の取扱いについて」（平成10年11月19
付け、自技第232号、自整第177号）により、特定整備に関する保安基準適合義務及び特定整備記録
簿に関する事項を統括管理するために行う次の業務が例示されています。

整備主任者の主な業務
　①特定整備後のできばえ確認
　　 道路運送車両法施行規則第3条（特定整備の定義）に規定する特定整備を行う場合、整備
内容の実施状況、保安基準適合性の確認作業

　②特定整備の作業管理に関する業務
　　作業指示、作業割当て、部品調達、作業の進展状況の把握等
　③特定整備記録簿の記載及び保存に関する業務
　　 特定整備を行ったときの特定整備記録簿への確実な記載と依頼者（使用者）への写しの
交付、2年間の保存がなされていることの管理作業
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自動車整備事業者の整備作業時における確実な作業等の徹底について

［国自整第304号　令和4年3月25日］

　自動車の安全を確保するためには、高度な知識及び整備のための設備並びに技術を要する自動車
特定整備事業者（指定自動車整備事業者を含む）（以下、「自動車整備事業者」という。）により確
実な整備作業を実施することが必要です。
　今年度においては、別紙のとおり複数の重大インシデントの発生原因として自動車整備事業者の
整備時における整備の瑕疵が確認され、これら事業者に行政処分を実施したところです。
　このような事案は、自動車交通の安全性の低下はもとより、自動車整備業に対する信用を失墜さ
せることとなり誠に遺憾であります。
　つきましては、同様な事案の発生を未然に防止するため、以下に留意し確実な整備を徹底してい
ただきますよう貴会傘下会員に対して注意喚起していただくようお願いします。

記

　１ ．自動車整備事業者は整備作業の作業工程を管理し、作業不備や作業漏れがないよう体制を構
築すること。

　
　２ ．作業実施者は、整備要領書による作業手順や締付けトルク等に基づき確実な整備を実施する
こと。

　
　３．特定整備後のできばえ確認を確実に実施すること。

参　考
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２．令和３年10月に施行された改正自動車点検基準に伴う実務について

　令和６年10月より導入が予定されている車載式故障診断装置（OBD）検査の対象外としている
大型特殊自動車、被牽引自動車、二輪自動車を除いた自動車を対象として「車載式故障診断装置
（OBD）の診断の結果」の点検項目が１年毎に点検を実施するものとして追加されました。
　点検の結果、整備が必要になった場合は、スキャンツール等を使用して故障箇所を特定した後、
自動車メーカー等の作成する整備要領書等に基づいて整備作業を行います。

【点検項目】
　・車載式故障診断装置（OBD）の診断の結果

【点検基準】
　・大型特殊自動車、被牽引自動車、二輪自動車を除いた自動車に適用
　・１年毎の点検
　・ 点検は原動機、制動装置、アンチロック・ブレーキシステム及びエアバッグ（かじ取り装置並
びに車枠及び車体に備えるものに限る。）、衝突被害軽減制動制御装置、自動命令型操舵機能及
び自動運行装置に限定

【点検の実施方法】
　スキャンツールを用いる場合
　・ スキャンツールの接続部を車載式故障診断装置と接続し、診断の結果を読み取ることにより点
検する。

　識別表示を用いる場合
　・ イグニッション電源をオンにした状態でOBD診断の対象となる識別表示が点灯することを確
認したうえで、原動機を始動させ、OBD診断の対象となる識別表示が点灯又は点滅し続けな
いかを目視により点検する。（OBD診断の対象となる識別表示は道路運送車両の保安基準に適
合しないおそれがあるものとして警報するものに限る。）

　　 　ただし、自動車メーカー等の作成するユーザーマニュアル等により点検を行うこととされて
いる場合には、その方法により点検する。

（※1）

（※2）
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自動車メーカーごとに異なる警告灯例（衝突被害軽減制動制御装置、自動命令型操舵機能）

（※2）

（※2）

（※1）

（※1）

【整備の実施方法】
　・ 点検の対象となる警告灯が点灯又は点滅し続けている場合は、スキャンツール等を使用してそ

の原因となる故障箇所を特定し、少なくとも整備作業が適切に完了しなくなるおそれがある作
業については、自動車メーカー等の作製する整備要領書に基づいて整備を行う。

識別表示の参考
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【点検整備記録簿】
　チェック記号の意味と記入順位（参考例）

記載
順位

整備作業
区分

チェッ
ク記号 意　　　　　味 作　　　　　業　　　　　例

点　検 レ 点検の結果、異常がなかった。 ―

特
定
整
備

分　解
○

点検又は整備が分解を伴って行われたときは、「チェック記
号」を○で囲みます。

・ブレーキ・ライニングの摩耗を点検した結果、異
常なしの場合は㋹と記入します。

電子制
御装置

点検又は整備が電子制御装置の作動に影響を及ぼすおそれの
ある作業を伴ったときは、「チェック記号」を○で囲みます。

・衝突被害軽減制動制御装置のエーミング作業を
行った場合はⒶと記入します。

１ 交　換 ×
点検の結果、交換した。（部品、油脂、液類の交換作業を示す。）・ブレーキ・ライニングの交換

・ホイール・ベアリングの交換
・カメラ、レーダーその他のセンサー等の交換

２ 修　理 △
点検の結果、修理した。（摩耗、損傷などのため部品を修復す
る作業を示す。）

・電気配線の損傷の修理
・タイヤのパンク修理
・カメラ、レーダーその他のセンサー等の修理

３ 調　整 Ａ

点検の結果、調整した。（機能維持のため、遊び、すき間、角
度などを基準値に戻す作業を示す。）

・ブレーキ・ドラムとライニングのすき間調整
・クラッチ・ペダルの遊び調整
・駐車ブレーキ・レバーの引きしろ調整

点検の結果、調整した。（スキャンツール等で機能調整する作
業を示す。） ・カメラ、レーダーその他のセンサー等の機能調整

４ 締　付 Ｔ
点検の結果、締め付けた。（緩んだ箇所を増し締めする作業を
示す。）

・ホイール・ナットの増し締め
・リーフ・スプリングのＵボルトの増し締め
・カメラ、レーダーその他のセンサー等の取付ボル
トの増し締め

５ 清　掃 Ｃ 点検の結果、清掃した。（粉塵、油などによる汚れを取り除く
作業を示す。）

・ブレーキ・ドラム内の汚れの清掃
・バッテリのターミナル部の清掃

６ 給　油 Ｌ 点検の結果、給油した。（油脂、液類を補給する作業を示す。）・エンジン・オイルの補給・シャシ各部の給油脂

省　略 Ｐ 走行距離項目等で点検を省略した。 ・走行距離を加味して、前回の点検時に省略してい
ない項目

該当なし ／ 該当しない項目 ―

　　　　　　　（外）電子制御装置整備を外注した場合
　　　　　　　（内）電子制御装置整備を構内外注した場合　

【点検整備記録簿の記載例】
事例　１  　「OBDの診断の結果」の点検を行った結果、異常がなかった。
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事例　２  　「OBDの診断の結果」の点検を行った結果、原動機の識別表示が点灯し続けていたた
め、スキャンツールを使用して診断した結果、O２センサーが不良だったため、交換作
業を実施した。

　
事例　３  　「OBDの診断の結果」の点検を行った結果、衝突被害軽減制動制御装置に係る警告灯

が点灯し続けていたため、スキャンツールを使用して診断した結果、ミリ波レーダーが
不良だったため、交換作業及びエーミング作業を実施した。



―  23  ―

事例　４  　「OBDの診断の結果」の点検を行った結果、衝突被害軽減制動制御装置に係る警告灯
が点灯し続けていたため、スキャンツールを使用して診断した結果、赤外線レーザーが
不良だったため、弊社従業員が交換作業を行った。

　　　　　 　また、フロントガラスに損傷箇所があり、ガラス施工業者を呼んで弊社工場内にて交
換作業を実施した後、弊社従業員がエーミング作業を実施した。

事例　５  　「OBDの診断の結果」の点検を行った結果、自動命令型操舵機能に係る警告灯が点灯
し続けていたため、スキャンツールを使用して診断した結果、カメラが不良だったため、
弊社従業員が交換作業を行った。

　　　　　　また、エーミング作業については、ディーラーの工場へ外注委託した。
　　　　　 　なお、この場合、エーミング作業の委託を受けたディーラーの工場はエーミング作業

に関する特定整備記録簿を作成して依頼事業場に写しを交付する。依頼した事業場は、
ディーラーの工場より受領したエーミング作業を実施した旨の特定整備記録簿と自工場
で交付した点検整備記録簿を合わせて使用者に交付する。
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特定整備記録簿の記載要領について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関自整第734号　令和２年２月13日）

　標記について、自動車局整備課長から別添（令和２年２月６日付、国自整第278号）のとおり通
知があったので、今後は本要領に基づき特定整備事業者を指導されたい。
　なお、別紙のとおり自動車整備振興会関東ブロック連絡協議会会長に通知したので、了知された
い。

別添  　

特定整備記録簿の記載要領について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔国自整第278号　令和２年２月６日〕

　道路運送車両法の一部を改正する法律（令和元年法律第14号）により、分解整備の範囲について、
取り外して行う自動車の整備又は改造を装置の作動に影響を及ぼす整備又は改造に拡大するととも
に、対象装置として「自動運行装置」を追加し、その名称を「特定整備」に改める改正が行われ、
本年４月１日をもって施行されることとなっている。
　従来から、特定整備記録簿の記載については、自動車の点検及び整備に関する手引（平成19年国
土交通省告示第317号）を参考にして記載するよう指導してきたところであるが、今般の改正によ
り、自動車特定整備事業者が他の自動車特定整備事業者に電子制御装置整備の作業を外注する場合
及び事業場内に限り電子制御装置点検整備作業場以外の場所でエーミング作業を実施することが認
められることとなったため、これらについて、「自動車特定整備事業の認証及び指定自動車整備事
業の指定に係る取扱い及び指導の要領について」（平成14年７月１日付け国自整第63号）によるほ
か、別紙のとおり特定整備記録簿の記載要領を定めたので、今後は本要領に基づき特定整備事業者
を指導されたい。
　本要領については、別添のとおり関係団体あて通知していることを申し添える。 

参　考　１
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別　紙

特定整備記録簿の記載要領

１ ．自動車特定整備事業者が電子制御装置整備の作業を外注する場合の記載は、次のとおりとする。
　（１ ）電子制御装置整備の一部を構内外注（「電子制御装置整備に係る構内外注及び外注の取扱

いについて」令和２年２月６日付け、国自整第279号で規定するものをいう。）した場合には、
特定整備の概要に構内外注した作業がわかるように記載すること。

　　　　（記載例）
　　　　⊗ ガラス（内）、レーダー　　Ⓐ エーミング
　　　　※ガラス交換を構内外注し、レーダー交換及びエーミング作業を自ら行った場合

　（２ ）電子制御装置整備の一部を他の自動車特定整備事業者に外注（「電子制御装置整備に係る
構内外注及び外注の取扱いについて」で規定するものをいう。以下「外注」という。）した
場合、外注元の特定整備記録簿には、外注した作業がわかるように記載すること。

　　　　（記載例）
　　　　外注元の特定整備記録簿：⊗ レーダー 　　エーミング（外）
　　　　外注先の特定整備記録簿：Ⓐ エーミング
　　　　※レーダー交換を外注元、エーミング作業を外注先で実施した場合

　　　 　なお、外注先の特定整備事業者は、自らが行った作業を特定整備記録簿に記録したうえ、
外注元の特定整備事業者を経由するなどしてその写しを自動車の使用者に交付するととも
に、道路運送車両法に基づき、当該記録簿をその記載の日から２年間保存しなければならな
い。

　（３ ）電子制御装置整備の全部を他の自動車特定整備事業者に外注した場合、外注元の特定整備
事業者は特定整備記録簿に記載しないこと。外注先の特定整備事業者は行った全部の作業を
特定整備記録簿に記録したうえ、外注元の特定整備事業者を経由するなどしてその写しを自
動車の使用者に交付し、道路運送車両法に基づき、当該記録簿をその記載の日から２年間保
存しなければならない。
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２ ．事業場内に限り電子制御装置点検整備作業場以外の場所において電子制御装置整備作業を実施
した場合には、当該作業を実施した場所を記載する。なお、この場合、エーミング作業について
は、天候及びエーミング作業を電子制御装置点検整備作業場以外の場所で行った理由を特定整備
記録簿に記載すること。

　　　　（記載例）
　　　　Ⓐ エーミング（ 電子制御装置整備作業場の屋上、晴れ、電子制御装置整備作業場の寸法

を超過）
　　　　※ 入庫した車両については、自社の電子制御装置点検整備作業場でエーミング作業を行え

ないことから、電子制御装置整備作業場の屋上でエーミング作業を行った場合

　　　　（記載例）
　　　　⊗ バンパ（○○板金工場）
　　　　※離れの作業場（○○板金工場）でバンパ交換を行った場合
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電子制御装置整備に係る構内外注及び外注の取扱要領について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（関自整第735号　令和２年２月13日）

　標記について、自動車局整備課長から別添（令和２年２月６日付、国自整第279号）のとおり通
知があったので、了知されるとともに、遺漏のないよう取り扱われたい。
　なお、別紙のとおり自動車整備振興会関東ブロック連絡協議会会長に通知したので、了知された
い。

別添

電子制御装置整備に係る構内外注及び外注の取扱要領について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔国自整第279号　令和２年２月６日〕

　道路運送車両法の一部を改正する法律（令和元年法律第14 号）により、分解整備の範囲につい
て、取り外して行う自動車の整備又は改造を装置の作動に影響を及ぼす整備又は改造に拡大すると
ともに、対象装置として「自動運行装置」を追加し、その名称を「特定整備」に改める改正が行わ
れ、本年４月１日をもって施行されることとなっている。
　ついては、「自動車特定整備事業の認証及び指定自動車整備事業の指定に係る取扱い及び指導の
要領について」（平成14 年７月１日付け国自整第63 号）によるほか、別紙のとおり「電子制御装
置整備に係る構内外注及び外注の取扱要領」を定めたので了知されるとともに、遺漏のないよう取
り扱われたい。
　なお、一般社団法人日本自動車整備振興会連合会会長あて別添のとおり通知したので申し添え
る。

参　考　２
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別紙

電子制御装置整備に係る構内外注及び外注の取扱要領

１．構内外注について
　 　電子制御装置整備の認証を受けている自動車特定整備事業者（以下「特定整備事業者」とい
う。）の事業場において、自らの管理の下、他の事業者の作業員が行う作業（以下「構内外注」
という。）については、次に掲げる条件を満たす場合にあっては、当該特定整備事業者が行った
作業とみなす。この場合において、構内外注の作業員は、他の事業者の従業員であるが、当該事
業者については、自動車特定整備事業の認証の取得の有無は問わない。
　（１ ）構内外注における電子制御装置整備は、特定整備事業者の自らの管理の下で行われること

から、その旨の取り決めが交わされていること
　（２ ）特定整備事業者は、「特定整備記録簿の記載要領について」（令和２年２月６日付け国自整

第278号）に基づき、特定整備記録簿に構内外注した旨を記載し、その写しを使用者に交付
すること

２．外注（一部又は全部）について
　 　これまでも、使用者から整備の依頼を受けた分解整備事業者が、他の分解整備事業者に対し、
整備作業を委託（以下「外注」という。）することが認められている。
　 　新たに特定整備の対象となった電子制御装置整備においても、その作業の一部又は全部を他の
特定整備事業者に外注する事業形態が想定されるため、電子制御装置整備の一部又は全部を外注
する場合は、使用者に対し電子制御装置整備の作業責任が明確となるよう、次のとおり取り扱う
こと。
　 　この場合において、いわゆる入庫から電子制御装置整備に係る作業の実施、管理を行い、特定
整備記録簿の記載をするまでの一連の全ての作業を他の特定整備事業者に外注することを全部外
注といい、全部外注を除き、自らの管理の下、その作業の一部を他の特定整備事業者に外注する
こと一部外注という。
　（１）特定整備事業者から他の特定整備事業者に全部外注する場合
　　　 　電子制御装置整備の作業の責任は外注先の特定整備事業者にあるため、整備作業後に当該

外注先の特定整備事業者が記載した特定整備記録簿の写しについては、外注元の特定整備事
業者を経由するなどして使用者に対して交付することとなる。

　　　 　なお、外注元の特定整備事業者が指定自動車整備事業者の場合であって、法第94条の５第
１項又は第94条の５の２第１項の規定により保安基準適合証、保安基準適合標章又は限定保
安基準適合証を交付するときは、指定自動車整備事業規則（昭和37年運輸省令第49号）第６
条第１項各号に掲げる点検の結果、必要となった整備を実施する必要があることから、電子
制御装置整備を全部外注することはできない。
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　（２）特定整備事業者から他の特定整備事業者に一部外注する場合
　　　 　電子制御装置整備の作業の責任は外注元の特定整備事業者にあるため、整備作業後に当該

外注元の特定整備事業者が記載した特定整備記録簿の写しについては、外注元の特定整備事
業者が使用者に対して交付することとなる。

　　　 　また、外注元の特定整備事業者が指定自動車整備事業者の場合であっても、作業の責任は
外注元の指定自動車整備事業者にあるため、整備作業後に当該外注元の指定自動車整備事業
者が記載した特定整備記録簿の写しを使用者に対して交付することとなる。なお、法第94条
の５第１項又は第94条の５の２第１項の規定により保安基準適合証、保安基準適合標章又は
限定保安基準適合証を交付するときは、「自動車特定整備事業の認証及び指定自動車整備事
業の指定に係る取扱い及び指導の要領について」（平成14年７月１日付け国自整第63号。以
下「指導要領通達」という。）第２節２．によるほか、別添「指定自動車整備事業者におけ
る電子制御装置整備の一部外注の取扱い」により取り扱うこと。

附則（令和２年２月６日　国自整第279号）
　本規定は、令和２年４月１日から施行する。
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構内外注に係る特定整備事業者の自らの管理の下で行われる旨の取り決めが 
交わされる書面等について

事　務　連　絡
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和２年５月11日

　いわゆる構内外注の取扱いについては、「電子制御装置整備に係る構内外注及び外注の取扱要領
について」（令和２年２月６日付け国自整第279号）にて定められたところですが、同通達別紙１．
（１）において、「構内外注における電子制御装置整備は、特定整備事業者の自らの管理の下で行わ
れることから、その旨の取り決めが交わされていること」とされているところ、下記の全ての項目
が記載されている書面が存する場合は、「取り決めが交わされていること」として取り扱って差し
支えありません。

記

　１．特定整備事業者名並びに構内外注作業を行う者の氏名又は名称
　
　２．構内外注作業の内容

　３．構内外注作業は特定整備事業者の管理の下で行われること

参　考　３
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Ⅱ．自動車特定整備事業者の立入検査結果等

1 ．自動車特定整備事業者の立入検査結果（令和 3年度）

　令和３年度における関東運輸局管内の運輸支局において実施した自動車特定整備事業者に対する
立入検査結果は、次のとおりです。

　⑴　立入検査事業場数

　立入検査事業場数は、613事業場でした。
　立入検査は、新規認証工場（事前審査を含む。）、移転工場、対象自動車追加の工場および警察
当局等からの通報や苦情があった工場等について実施しました。
　また、過去５年間における立入検査の実施状況は〈表 1－ 1〉のとおりです。

〈表 1－ 1〉過去 5年間の自動車特定整備事業者の立入検査状況

項目
年度

新　規 移転追加 所在不明
整備主任者
研修未受講

苦　情 表　彰 その他 計

29 323 144 8 13 14 202 235 939 

30 328 134 8 0 38 114 131 753 

R1 290 146 1 0 15 133 130 715 

R2 284 93 0 0 7 92 117 593 

R3 347 92 0 0 4 96 75 614 

　⑵　立入検査結果に基づく行政処分状況

　立入検査の結果、道路運送車両法等関係法令に違反する重大な事実が認められた事業場に対し
ては、道路運送車両法第93条の規定に基づき、事業の停止等の行政処分を行っていますが、令和
３年度の処分状況は〈表 1－ 2〉のとおりです。
　また、過去 5年間における運輸局長処分は〈表 1－ 3〉のとおりです。
　なお、令和 3年度は事業者所在不明に係る取消処分は 0件でした。

〈表 1－ 2〉自動車特定整備事業者の処分状況

運輸局長処分等 運輸支局長処分等

認証取消 事業停止 文書警告 改善命令 文書警告 口頭警告

件数 1 20 0 0 2 0

注）表中「文書警告」は、処分基準に基づく場合のみ計上している。
　　（事業停止等に伴う改善報告は含まず）
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〈表 1－ 3〉過去 5年間の自動車特定整備事業者の運輸局長処分

項目
年度

立入検査
件　　数

処　　分
事業場数

処　分　等　の　内　訳 認　証
工場数認証取消 事業停止 改善命令 警告 計

29 939 13 4 7 0 2 13 24,435 

30 753 6 1 3 0 2 6 24,409 

R1 715 6 2 4 0 0 6 24,312 

R2 593 6 0 5 0 1 6 24,284 

R3 613 21 1 20 0 0 21 24,317 

注 1 ）複数の処分を受けている事業場があるため、処分事業場数と処分件数は相違する。
注 2）認証工場数は各年度とも 3月末の数値を示す。
注 3）「文書警告」は、処分基準に基づく場合のみ計上している。
　　　（事業停止等に伴う改善報告は含まず）

　⑶　法令違反指示事項等

　過去 5年間における法令違反の指摘状況は、〈表 1－ 4〉のとおりです。

〈表 1－ 4〉過去 5年間の法令違反指摘内容

年　度
指摘事項

29 30 R1 R2 R3

整備主任者の業務に関するもの
4 2 3 2 14

（18.2％） （16.7％） （21.4％） （16.7％） （46.7％）

認証基準に関するもの
2 0 0 0 0

（9.1％） （0.0％） （0.0％） （0.0％） （0.0％）

遵守事項に関するもの
6 2 3 1 0

（27.3％） （16.7％） （21.4％） （8.3％） （0.0％）

変更届等に関するもの
0 0 1 1 0

（0.0％） （0.0％） （7.1％） （8.3％） （0.0％）

特定整備記録簿等に関するもの
4 3 3 4 13

（18.2％） （25.0％） （21.4％） （33.3％） （43.3％）

その他法令違反に関するもの
6 5 4 4 3

（27.3％） （41.7％） （28.6％） （33.3％） （10.0％）

合　　　　　　計
22 12 14 12 30

（100％） （100％） （100％） （100％） （100％）
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2 ．自動車特定整備事業の廃止理由調査結果

　令和３年度中に関東運輸局管内において、自動車特定整備事業の廃止届のあった事業場数は317
工場であり、主な廃止理由は、自己都合が102件（32.2％）、次いで事業合理化が74件（23.3％）、後
継者難が65件（20.5％）、以下〈表 2－ 1〉の順となっています。
　また、過去 5年間における廃止理由状況は、〈表 2－ 2〉のとおりです。

〈表 2－ 1〉　自動車特定整備事業者の廃止理由調査結果

項目

支局別

廃　　止　　理　　由

計経営
不振

倒産
工員
不足

後継
者難

事　業
合理化

移転
立退

転業 合併
組合
参加

自己
都合

その他

東　京 6 0 2 12 20 11 0 1 0 22 2 76

神奈川 5 0 1 5 11 3 1 1 0 18 1 46

埼　玉 2 1 8 12 11 4 0 1 0 8 1 48

群　馬 1 0 2 9 2 0 1 1 0 14 4 34

千　葉 2 0 1 10 14 2 0 0 0 17 3 49

茨　城 0 1 0 0 6 0 0 0 0 17 0 24

栃　木 2 0 2 16 7 2 0 0 0 0 1 30

山　梨 0 0 0 1 3 0 0 0 0 6 0 10

局　計 18 2 16 65 74 22 2 4 0 102 12 317

構成比（％） 5.7％ 0.6％ 5.0％ 20.5％ 23.3％ 6.9％ 0.6％ 1.3％ 0.0％ 32.2％ 3.8％ 100.0％

〈表 2－ 2〉　過去 5年間の自動車特定整備事業の廃止理由調査結果

項目

年度

廃　　　　　止　　　　　理　　　　　由

計経営　　　　
不振

倒産
工員　　　　
不足

後継者難
事業者
死　亡

事　業　　　　
合理化

移転　　　　
立退

転業 合併
組合　　　　
参加

自己都合
及び
その他

29 16 6 15 60 73 29 5 4 1 138 347

30 17 7 14 70 64 29 3 4 0 130 338

R1 12 12 23 73 72 28 5 3 0 110 338

R2 20 6 24 87 58 26 5 2 0 149 377

R3 18 2 16 65 74 22 2 4 0 114 317
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3 ．自動車特定整備事業者の違反事例

　自動車特定整備事業者の法令違反等による行政処分を例示します。

【その 1】不正改造の実施及び特定整備記録簿の一部記載漏れ、記載誤りがあったこと

　警視庁暴走族対策室より当該事業者に対し不正改造実施の疑いにより捜査を行いたい旨の連
絡があり、警視庁と合同にて事業場に立入検査を実施し、事業場敷地内及び離れの車両置場に
複数の不正改造車両を確認。関係帳票類を確認したところ、記載内容から当該事業場で不正改
造が行われていることが疑われた。
　その後、当該事業場に再度立入検査を実施し、展示場に展示されていた車両を事業者ととも
に確認したところ、回転部分突出、消音器取り外し、最低地上高不足の不正改造状態であり、
これらの改造は当該事業者により行われたこと及び当該車両について特定整備を実施したにも
かかわらず、誤って特定整備記録簿にその旨を記載せず、整備主任者によるできばえ確認を行
わなかった等の法令違反が確認された。

1 ．事業場の概要及び組織

　平成11年に認証を取得した専業工場である。
　監査時の工員数は 3名で、その内整備主任者は 1名である。

2 ．行政処分の内容

　自動車特定整備事業の停止（10日間）

3 ．法令違反の内容

⑴　不正改造を実施したこと。
　　　（道路運送車両法第91条の 3及び同法第99条の 2）
⑵　特定整備記録簿の一部記載漏れ、記載誤りがあったこと。
　　（道路運送車両法第91条第 1項）
⑶　整備主任者の特定整備等に関する統括管理不備があったこと。
　　（道路運送車両法第91条の 3）

4 ．法令違反に至った原因

⑴　自動車特定整備事業者として、関係法令に関する遵法精神が欠如していた。
⑵　自動車特定整備事業者としての管理体制が機能していなかった。

5 ．その他

⑴　自動車特定整備事業者は、不正改造等の違反行為を実施してはならない。



―  37  ―

【その 2】不正改造状態での車検手続をしたこと

　運輸支局に当該事業場でメーター内のチェックランプをテープで隠して車検を通したとの情
報が寄せられたため、情報提供者の協力を得て車両を確認したところ、配光可変型前照灯（Ａ
ＦＳ）の警告灯が黒色テープで隠されていた。
　当該事業場に対し特別監査を実施し事情を確認したところ、点灯状態であった警告灯を検査
員が黒色テープで隠したこと、また、別の検査員がこれに気付くことなく完成検査を実施し、
保安基準適合証等を交付していたことが確認された。

1 ．事業場の概要及び組織

　昭和45年に認証を取得後、平成 7年に指定整備工場となった専業工場である。
　監査時の工員数は 5名で、その内整備主任者は 4名である。

2 ．行政処分の内容

　自動車特定整備事業の停止（15日間）

3 ．法令違反の内容

⑴　不正改造を実施したこと。
　　　（道路運送車両法第91条の 3及び同法第99条の 2）
⑵　不正改造状態での車検手続をしたこと。
　　　（道路運送車両法第94条の 5第 1項）

4 ．法令違反に至った原因

⑴　依頼者のために何とか車検を通してあげたいとの気持ちから違反行為を行った。
⑵　従業員間の相互牽制作用が働かず、管理者は違反行為を止めることができなかった。

5 ．その他

⑴　背景にどのような事情があったとしても、安易に違反行為を行うことはあってはならない。
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【その 3】特定整備作業に重大な瑕疵があったこと

　自動車の使用者から通報があり、当該事業場で実施した特定整備作業に整備瑕疵があり、走
行中にブレーキが効かなくなったとの内容であった。支局が事業者サービス部に確認したとこ
ろ、同様の情報について店舗から報告を受けているとのことであったので、経緯を報告するよ
う指示した。
　後日、事業者から報告があり、保証修理でＡＢＳアクチュエータの交換作業を実施したが、
工員が整備要領書で定められた工具を使用せず、ブレーキパイプ締結部のトルク管理を怠り、
さらに特定整備を行った箇所について整備主任者が適切に管理を行わなかった結果、当該締結
部からブレーキフルードが漏れ出し、制動力低下を生じさせたとのことであった。
　上記報告を受け当該事業場に立入検査を実施したところ、特定整備作業に重大な瑕疵があっ
た等の法令違反が確認された。

1 ．事業場の概要及び組織

　平成17年に認証を取得後、平成31年に指定整備工場となったディーラーである。
　監査時の工員数は 9名で、その内整備主任者は 5名である。

2 ．行政処分の内容

　自動車特定整備事業の停止（10日間）

3 ．法令違反の内容

⑴　特定整備作業に重大な瑕疵があったこと。
　　（道路運送車両法第90条）
⑵　整備主任者の分解整備等に関する統括管理不備があったこと。
　　　（道路運送車両法第91条の 3）

4 ．法令違反に至った原因

⑴　的確な作業指示及び確実な中間検査、完成検査が行われていなかった。
⑵　自動車特定整備事業者としての管理体制が機能していなかった。

5 ．その他

　整備主任者の業務
⑴　特定整備の作業管理に関する業務
⑵　特定整備後の出来映え確認業務
⑶　特定整備記録簿の記載及び保存に関する業務
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Ⅳ．整備業界を取り巻く情勢

１．点検・整備・検査制度改正の流れについて

　改正道路運送車両法が令和２年４月に施行され、自動車の分解整備の範囲を拡大して電子制御装

置整備が加わり特定整備となりました。自動車特定整備事業者が特定整備を行った際は、自動車特

定整備記録簿にその整備の概要等を記載することとなります。

　また、今後、国の検査場が導入を予定しているOBD検査の対象外としている大型特殊自動車、

被牽引自動車、二輪自動車を除いた自動車を対象として「車載式故障診断装置（OBD）の診断の

結果」が１年毎に点検を行うものとして、点検項目に追加されました。

　自動車の検査においても、現在の外観確認やブレーキテスタ等の測定器を中心とした検査に加え

て電子制御装置まで踏み込んだ機能確認を行うものとして、令和３年10月以降の新型の乗用車、バ

ス、トラック（輸入車は令和４年10月以降）の運転支援装置、自動運転機能、排ガス関係装置を対

象に、保安基準に抵触するような重大な故障に関わる故障コード（DTC：Diagnostics Trouble 

Code）が検出されないかどうかを検査時に確認する「OBD検査」の導入が予定されています。
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（１）自動車特定整備に係るQ&A

Ｑ01　特定整備とは何ですか。分解整備とは何が違うのですか。

Ａ01 特定整備とは、これまでの分解整備と、以下の「電子制御装置整備」を総称した自動車の整

備又は改造をいいます。

　　　－「電子制御装置整備」の内容－

①自動運行装置の取り外しや作動に影響を及ぼすおそれのある整備・改造

②衝突被害軽減ブレーキ、レーンキープ機能（※）に用いられる、前方をセンシングする

ためのカメラ等を取り外し、取付位置、取付角度の変更又は機能調整を行う整備・改造 

（※）保安基準の適用を受ける装置に限る

③上記に係るカメラ、レーダー等が取り付けられている車体前部（バンパ、グリル）、窓

ガラスの脱着【その後、カメラ等の機能調整が必要となるため】

Ｑ02 前方をセンシングするためのカメラ、レーダーなどがついていないガラスやバンパなどの脱

着は、電子制御装置整備に該当しますか。

Ａ02　該当しません。

Ｑ03 電子制御装置整備の対象となる衝突被害軽減ブレーキやレーンキープ機能と同じような機能

でありながら対象外の自動車があります。判別する手法はありますか。

Ａ03　電子制御装置整備の対象か否かについては、その装置（衝突被害軽減ブレーキやレーンキー

プ）が保安基準の適用を受けているかどうかによって判断されます。

また、装置の基準適用日は、自動車用途、車両総重量等により異なるため、自動車検査証に

記載されている型式等を参考に判別することができるよう、自動車メーカーが作成するリス

トを国土交通省のホームページに公表しています。

＜https://www.mlit.go.jp/jidosha/jidosha_fr9_Target_vehicle.html>

上記を見ても判別が難しい場合は、個別に自動車メーカー等に問合わせるなどして確認くだ

さい。

Ｑ04 分解整備事業の認証を受けていますが、申請などの手続きは必要ですか。

Ａ04　分解整備の認証基準は変わりませんので、従来の事業を引き続き経営する場合は、手続きは

不要です。尚、電子制御装置整備を行う場合には、新たに電子制御装置整備の認証が必要に
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なります。

Ｑ05 今まで整備工場からの依頼で、当該整備工場に出向いて自動車の窓ガラス交換の作業を行っ

てきましたが、電子制御装置整備の認証を受けなければ、窓ガラス交換の作業はできません

か。

Ａ05　電子制御装置整備の認証を受けた事業場の構内で作業を行う場合であって、当該認証工場の

自らの管理の下で自動車の窓ガラスの交換作業が行われる旨取り決めが交わされている場合

には、ガラス交換を行う者が認証を受けなくても作業可能です。この場合において、⑴特定

整備事業者並びに構内外注作業を行う者の氏名又は名称⑵構内外注作業の内容⑶構内外注作

業は特定整備事業者の管理の下で行われること、の項目が記載されている書面は、「取り決

めが交わされていること」として取り扱うこととしております。

Ｑ06 エーミング用のターゲットを保有しなければなりませんか。

Ａ06　エーミング用のターゲットについては、必要な時に入手する体制があれば保有する必要はあ

りません。例えば、事業場間で共同保有する、必要な際に借りる等の形態でも構いません。

Ｑ07 全ての車種を整備できるスキャンツールを持たなければなりませんか。

Ａ07　（いいえ、）認証要件として、少なくとも一車種以上の車両を整備できるスキャンツールを 1

台保有していれば構いません。

Ｑ08 電子制御装置整備の認証を受ける予定はありませんが、事業場の標識（認証事業の看板）を

作り直す必要がありますか。

Ａ08　（いいえ、）分解整備事業の認証を受けている場合は、従来の標識を引き続き使用できます。

尚、次の変更を行った場合には、標識を「自動車分解整備事業」から「自動車特定整備事業」

の表記にする必要があります。

①事業者の氏名又は名称及び住所

②事業場の所在地

③屋内作業場の面積又は間口若しくは奥行

Ｑ09 分解整備と電子制御装置整備の認証を受ける場合に、分解整備をする整備主任者と電子制御

装置整備をする整備主任者を分けて選任できますか。
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Ａ09　できません。

Ｑ10 特定整備の対象となる自動車について、前方をセンシングするためのカメラ付きのガラスの

脱着をしました。その後にエーミング作業は必要ですか。

Ａ10　（はい。）現状、カメラ、レーダー等の取り付けられている車体前部（バンパ、グリル）、窓

ガラスを脱着する行為にしても、その後のエーミング作業を行わないと衝突被害軽減ブレー

キやレーンキープ機能の作動に影響を及ぼすおそれがあるため、エーミング作業が必要で

す。

Ｑ11 当該工場（指定工場）では、電子制御装置整備の対象となる自動車を扱いませんが、電子制

御装置整備の認証を受けなければなりませんか。

Ａ11　（いいえ、）現に指定整備事業者の場合にあっては、必ずしも、電子制御整備の認証を受ける

必要はありませんが、電子制御装置整備の対象となる自動車に保安基準適合証を交付するこ

とはできません。（分解整備に係る箇所の限定的な保安基準適合証の交付もできません。）

尚、電子制御装置整備の対象車となるか否かの判別方法は、「Ｑ03」を参照してください。

Ｑ12 当該工場（指定工場）で、電子制御装置整備の認証を受けなければ、電子制御装置整備の対

象となる自動車について保安基準適合証等を交付できませんか。

Ａ12　令和 3年10月 1 日以降、電子制御装置整備の対象となる自動車について、電子制御装置整備

の認証を受けてない場合には、保安基準適合証等交付することはできません。但し、経過措

置の作業全てが適用される場合にあっては、経過措置期間中（令和 6年 3月31日まで）は保

安基準適合証等を交付することができます。

尚、経過措置については、「Ｑ13」を参照してください。

Ｑ13 電子制御装置整備の認証の経過措置が適用となる作業は何ですか。

Ａ13　改正道路運送車両法施行日（令和 2年 4月 1日）までに、次の運行補助装置に係る作業（整

備・改造）を行っていた場合に限り、引き続き、施行日から 4年を経過する日（令和 6年 3

月31日）までその作業を行うことができます。

①スキャンツールをつないでのエーミング作業など

②カメラ等のセンサーの取り外し、取付位置・角度の変更

③ＥＣＵの取り外し、取付位置・角度の変更
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④グリル、パンパの取り外し、取付位置・角度の変更

⑤窓ガラスの取り外し、取付位置・角度の変更

尚、自動運行装置に係る経過措置はありません。

Ｑ14 エーミング作業は自動車整備士技能検定の受験資格の一つである実務経験に含まれますか。

Ａ14　自動車電気装置整備士及び自動車車体整備士の実務経験に含まれます。

Ｑ15 自動車ガラス施工作業は自動車整備士技能検定の受験資格の一つである実務経験に含まれま

すか。

Ａ15　含まれません。

Ｑ16 申請に係る書類はどうすれば良いですか。

Ａ16　記載例を参考にしてください。
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（例 ）普通自動車（大型）から軽自動車までを対象自動車として分解整備の認証を受けている事業

場が電子制御装置整備の運行補助装置を追加する場合です。
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FAINES

FAINES
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（２）「車載式故障診断装置（OBD）の診断の結果」の点検に関するQ&A
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2 ．整備用機器による事故防止について

　整備事業者におかれましては、整備用機器の正しい使い方を理解し、定期的に保守点検を実施す

るなど、安全対策を講じて事故防止に努めてください。
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３．転倒災害について

　転倒災害は，誰にでも起こり得ます。転倒災害の防止に当たっては、設備的な改善とともに自分

自身の安全意識を高め、労働災害防止対策を施すことが不可欠です。

　職場の「転倒災害」撲滅を目指しましょう。
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4 ．自動車整備人材確保について

　少子化やくるま離れの進展、将来選択肢の多様化等により、自動車整備士を目指す若者が激減す

る一方で、整備要員の高齢化が進展しており、近い将来人材不足が顕在化する可能性が大きくなっ

てきております。

　整備要員の不足は、自動車の安全・環境を支える整備事業の基盤を揺るがすおそれがあり、早急

に背景や原因に対応した効果的な対策を講じる必要があることから、「自動車整備人材の確保・育

成に関する検討会」において、自動車整備業における労働環境・待遇の改善や女性の活用などの人

材不足問題に対して検討を重ねた結果、自動車整備業は、安定性や社会的貢献度などの魅力・重要

性のある業種である一方で、給与や労働時間等の労働環境・待遇において、他業種と比較して不満

度が高い等の実態が課題として確認されました。これらの課題に対してさまざまな能力の評価に対

応したインセンティブ付与や残業削減及び育児等との両立のための柔軟なシフト設定などの先進事

例を取りまとめ今後これらを業界全体で共有し、事業形態・規模等に応じた対策を関係者が連携し

て検討・推進を図ることとするとともに、継続してインターンシップの職場体験や高等学校等への

訪問等を実施しています。
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※高等学校等訪問時に使用

https://jidoushaseibishi.jp/★ホームページはこちら

https://twitter.com/jidousha_seibi★Twitterで情報発信中

自動車整備士になろう

https://www.youtube.com/channel/UCZdV9Bw_IcINeS4gu8JF7vA
★YouTube専用チャンネルで動画公開配信中

自動車整備人材確保・育成推進協議会
一般社団法人日本自動車整備振興会連合会／全国自動車大学校・整備専門学校協会／全国自動車短期大学協会
一般社団法人日本自動車販売協会連合会／一般社団法人全国軽自動車協会連合会／一般社団法人日本自動車工業会
一般社団法人日本自動車連盟／日本自動車車体整備協同組合連合会／全国自動車電装品整備商工組合連合会
全国タイヤ商工協同組合連合会／全国オートバイ協同組合連合会／一般社団法人日本中古自動車販売協会連合会
日本自動車輸入組合／一般社団法人自動車用品小売業協会／公益財団法人日本自動車教育振興財団
一般社団法人日本自動車会議所

●自動車整備人材確保・育成推進協議会HP～自動車整備士になろう～

●自動車整備人材確保・育成推進協議会YouTube専用チャンネル

●自動車整備人材確保・育成推進協議会Twitter

ホームページ、YouTube、Twitterで情報発信中！
自動車整備士についてもっと知りたい方は！

カ ー ・ド ク タ ー

@jidousha_seibi

btps://twitter.com/jidousha_ser.com/jidoushps://tw shahtthhthtttttppss:/://///twtwwititttteteer.r.c.cocoom/m/j/jjididodooususshha_a_s_seseeiibbi

リンクは
自由です

リンクは
自由です

リンクは
自由です

自動車整備士自動車整備士自動車整備士自動車整備士
カー・ドクターカー・ドクターカー・ドクターカー・ドクター

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

クルマ社会の安全を守る
それが

カー・ドクター
自動車整備士は交通事故を減らす

ために、働いています！
自動車整備士は交通事故を減らす

ために、働いています！

カ ー ・ド ク タ ー 自動車整備士は国家資格です！
カ ー ・ド ク タ ー

自動ブレーキ（衝突被害軽減ブレーキ）
前方の車両との衝突を予測して、自動でブレーキを作動することにより衝突時の
被害を軽減する装置

ペダル踏み間違い時加速抑制装置
駐車場など不適切な場所で、アクセルの強い踏込を検知した場合に加速を自動
で抑制する装置

■前進時 ■後退時

自動車整備士は、交通事故を防止するために、定期点検整備等を行って
います。最近では、自動ブレーキやペダル踏み間違い時加速抑制装置等
の先進技術を搭載した自動車が普及してきています。このような装置が
誤作動を起こした場合は、交通事故に至る可能性もあるので、自動車整
備士は適切な整備を行い、交通事故が起こらないようにしています。

経過時間

衝突の
可能性あり

衝突の
可能性高

衝突
不可避 衝突

自動車の状態を電子機器（外部
診断機：スキャンツール）で診断
するなど整備の高度化が進んで
います。

自動車の状態を電子機器（外部
診断機：スキャンツール）で診断
するなど整備の高度化が進んで
います。

短期間で
資格を
取りたい

働きながら
資格を
取りたい

自動車整備士になるには・・
カー ・ ドクター

養成学校や技術講習所
についてもっと知りたい⇒ 自動車整備士養成施設

自動車整備士養成学校情報 自動車整備士養成施設情報
https://www.mlit.go.jp/
jidosha/jidosha_tk9
_000004.html

https://jidoushaseibishi.jp/
school/

自動車整備士！！
カー・ドクター

一級コース
（4年制）

一級コース
へ編入
（2年制）

※技術講習所に通えば実技試験は免除

1年間以上
の経験

3年間以上
の経験

3年間以上
の経験

更なる高みへ！

二級コース
（2年制）

自動車大学校、専門学校、短期大学、
大学の自動車整備士養成学校 へ

自動車整備業界へ

二級自動車整備士
学科試験

一級自動車整備士
学科・口述試験

三級自動車整備士
学科・実技試験※

二級自動車整備士
学科・実技試験※

一級自動車整備士
学科・口述・実技試験※

更なる高みへ！



―  175  ―



―  176  ―

自動車整備人材確保・育成推進協議会HP
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5 ．継続検査に係る広告等料金表示の適正化等について

　事業者が事業を運営していく中で、法律等により守らなければならないことが決められておりま

すが、チラシやホームページ等で広告を行う場合においても、景品表示法により不当な表示が禁止

されております。

　自動車特定整備事業として重要かつ忘れがちな法令等の抜粋を後述いたしますので、自工場にお

ける不適切な表示がないこと等を確認し、関係法令を遵守してユーザーとの適正な取引に努めるよ

うにしてください。

○　関係法令について

　ア）道路運送車両法

　道路運送車両法第91条の３及び同法施行規則第62条の２の２では、自動車特定整備事業者の

遵守事項を規定しています。

　　・定期点検整備料金の掲示

　　・概算見積書の交付（定期点検整備）

　　・特定整備記録簿を記載して写しを交付

　　・ 行っていない点検・整備の料金を請求してはならない。また、依頼されていない点検・

整備を不当に行いその料金を請求してはならない。

　自動車特定整備事業者が行う点検または整備は、道路運送車両法の遵守規定により、

消費者保護が図られていることから特定商取引法の適用除外とされています。

参　考

　　　　　　※別添省略
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特定商取引法（特定商取引に関する法律）

　イ）個人情報保護法

　個人の権利、利益を保護することを目的とした法律です。個人情報を取扱う事業者として、

以下の項目を守る必要があります。

　①個人情報の提供を受ける際に、利用目的を告げなければならない。

　②取得した個人情報は、提供を受ける際に告げた利用目的以外に使用してはならない。

　③個人情報を第三者に提供する場合、本人の同意を得なければならない。

　ウ）消費者基本法

　消費者の利益の擁護、権利の尊重、自立への支援といった基本理念を定めています。

また、消費者の権利、事業主の責務、行政機関の責務等を規定しており、事業主（者）の責務

として以下のように定められています。

　①消費者の安全及び取引における公正を確保すること。

　②消費者に対し必要な情報を明確かつ平易に（難しくなく）提供すること。

　③ 消費者との取引に関して、消費者の知識、経験及び財産の状況（支払い能力）等に配慮す

ること。

　④ 消費者との間に生じた苦情を適切かつ迅速に処理するために必要な体制の整備等に努め、

当該苦情を適切に処理すること。

　エ）消費者契約法

　契約時に、消費者の誤認や困惑によるトラブルから消費者を守ることを目的として、

契約を勧誘する際、以下のような行為を行ってはならない旨が規定されています。

　①重要事項について、事実と異なることを告げてはならない。（不実告知）

　②将来における変動が不確定なものを断定的に告げてはならない。
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　　（当該車両の保安基準適合性維持に係る将来の予測情報は除く）

　③消費者の利益となる情報だけでなく、不利益となることも告げなくてはならない。

　　（故意の不告知）

　④ 消費者が事業者に対し、その場からの退去の意思を示した場合、それに従わなければなら

ない。

　⑤消費者がその場所から退去する意思を示した場合、それを妨げてはならない。

　オ）独占禁止法（私的独占の禁止及び公正取引の確保に関する法律）

　商品等の販売において競争関係にある企業同士が、販売価格、数量及び地域等を話し合いで

決める等の競争行為（カルテル）や取引先に対する不公正な取引方法等の行為を禁止する法律

です。なお、事業者として、以下のような行為が禁止されています。

　①不当な「抱き合わせ販売」（不公正な取引方法）

【例】 人気商品である新車または中古車の販売時に、車両本体価格に３年分の定期点検料
金を加えて販売する。（ユーザーに選択権を与えず、強制的にセットで販売する。）

　カ）景品表示法（不当景品類及び不当表示防止法）

　過大な景品類や不当な表示による顧客の誘引を防止するため、一般消費者による自主的で合

理的な選択を阻害するおそれのある行為を制限し、禁止することにより一般消費者の利益を守

ることを目的としています。

景品表示法（抜粋）

（不当な表示の禁止）
第４条　事業者は、自己の供給する商品又は役務の取引について、次の各号のいずれかに
該当する表示をしてはならない。
⑴　商品又は役務の品質、規格その他の内容について、一般消費者に対し、実際のもの
よりも著しく優良であると示し、又は事実に相違して当該事業者と同種若しくは類似
の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも著しく優良であると
示す表示であって、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択
を阻害するおそれがあると認められるもの
⑵　商品又は役務の価格その他の取引条件について、実際のもの又は当該事業者と同種
若しくは類似の商品若しくは役務を供給している他の事業者に係るものよりも取引の
相手方に著しく有利であると一般消費者に誤認される表示であって、不当に顧客を誘
引し、一般消費者による自主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認められ
るもの
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⑶　前２号に掲げるもののほか、商品又は役務の取引に関する事項について一般消費者
に誤認されるおそれがある表示であって、不当に顧客を誘引し、一般消費者による自
主的かつ合理的な選択を阻害するおそれがあると認めて内閣総理大臣が指定するもの

２ 　内閣総理大臣は、事業者がした表示が前項第１号に該当するか否かを判断するため必
要があると認めるときは、当該表示をした事業者に対し、期間を定めて、当該表示の裏
付けとなる合理的な根拠を示す資料の提出を求めることができる。この場合において、
当該事業者が当該資料を提出しないときは、第６条の規定の適用については、当該表示
は同号に該当する表示とみなす。

　景品表示法に関する窓口
　　　消費者庁　表示対策課
　　　　〒100-8958　東京都千代田区霞が関３- １- １　中央合同庁舎第４号館
　　　　　ＴＥＬ：03－3507－8800㈹
　　　　消費者庁の景品表示法ホームページ
　　　　http://www.caa.go.jp/representation/index.html
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６．車検と定期点検についてのアンケート調査結果等

■ディーラー工場での車検を利用しているのは約半数
・直近での車検方法は「ディーラー工場」48.3％、「整備
工場」42.3％がトップ２。「ユーザー車検」は6.6％（代
行者4.3％＋自ら2.3％）。

・点検結果・整備内容の説明を受けたのは92.7％（「口頭
及び書面で説明を受けた」88.3％＋「書面のみで説明を
受けた」4.3％）。
・車検方法の選択理由では、「信頼できるから」61.0％が
トップ。以下「料金が安いから」30.7％、｢ 車を購入し
たお店だから｣27.0％が続く。
■車検の満足度は７割強
・全体の「満足度」は73.7％と前回調査から6.7pt上昇して
いる。

■性別：男性72.3％／女性27.7％
■職業：公務員＝9.7％／経営者・役員＝2.7％／会社員（事
務系）＝21.3％／会社員（技術系）＝24.0％／会社員（そ
の他）＝19.3％／自営業＝8.0％／自由業＝2.3％／専業
主婦（主夫）＝3.3％／パート・アルバイト＝5.3％／学
生＝1.0％／その他＝1.7％／無職＝1.3％

■調査目的：車検の利用状況や整備に関する認知を調査す
ることによって、今後のマーケティング活動の基礎資料
とする。
■調査対象：楽天リサーチのモニター会員
　下記①～④の条件を満たしている20～50代の男女
　　①普通運転免許を所有していること
　　②自家用車を所有していること
　　③月１回以上運転すること
　　④自分で車検費用を支払っていること
■調査地域：関東地方（茨城県・栃木県・群馬県・埼玉
県・千葉県・東京都・神奈川県・山梨県）

■ユーザー車検の定期点検実施者は55.0％
・「定期点検実施者」は55.0％で、前回調査を大きく上回る。
・定期点検を行わなかった理由は「面倒だから」が50.0％
で最も高い。

■整備付き車検はいずれの工場とも７割前後がリピート意
向を示す

・次回の車検方法は「ディーラー工場」が43.0％、「整備
工場」が34.7％。

・リピート意向は、「整備工場」が66.9％、「ディーラー工場」
は75.2％となっている。

■『車検合格』を正しく理解しているのは２割強
・『車検が通った（合格した）』ことを、「次の車検まで安
全である事とは関係ない」と正しく認識している人は

■年齢：20～24歳＝4.3％／25～29歳＝20.7％／30～34歳＝
8.0％／35～39歳＝17.0％／40～44歳＝9.7％／45～49歳
＝15.3％／50～54歳＝12.0％／55～59歳＝13.0％

■居住地：東京都＝19.7％／神奈川県＝17.7％／埼玉県＝
21.7％／千葉県＝17.0％／茨城県＝10.0％／栃木県＝7.0
％／群馬県＝5.0％／山梨県＝2.0％

■調査方法：インターネットリサーチ
■調査時期：2021年11月26日（金）～30日（火）
■有効回答数：300サンプル
■割付：４セル
　　①20代（20～29歳）75サンプル
　　②30代（30～39歳）75サンプル
　　③40代（40～49歳）75サンプル
　　④50代（50～59歳）75サンプル
■調査実施機関：楽天リサーチ㈱
■調査設計：㈱日本経済広告社
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22.0％。過去調査の中では低率。
・車検時の「重量税」「自賠責保険料」支払いを共に認知
しているのは83.3％と高率。
■定期点検義務付けの認知は79.7％
・１年ごとの定期点検義務を認知しているのは79.7％で過
去調査とほぼ同水準で推移。
・年代別に見ると、年齢が高くなると認知率も高くなる傾
向にあり、50代は86.7％が認知している。
・１年ごとの定期点検を「ディーラー工場利用者」は71.7
％が「必ず行っている」のに対して、「整備工場利用者」
は41.7％となっており、定期点検への意識には大きな差
が見られる。
・定期点検を行わない理由は、「毎年行う必要はないから」
「整備料が高いから」がトップ２。
・日常点検の実施率は59.3％。20代が68％、整備工場利用
者が66％でそれぞれ全体と比べてやや高い。
■各サインの認知率は、「てんけんくん」39.0％、「認証看
板」38.3％、「検査標章」84.3％、「点検整備済ステッカー」
81.0％。
・「てんけんくん」の認知は全体39.0％。女性が49.4％と高
く、男女で認知率に差がある。
・「認証看板」の認知は38.3％。年代別では30代の認知に
比べて、50代の方が16pt高い。

＊その他の内訳＝GSで依頼／ガソリンスタンド
併設／親の整備会社／知人／知人の整備士

　調査対象者全員に、直近で行った車検方法につ
いて尋ねた。
　「ディーラー工場に依頼した」が48.3％でトップ。
　例年と変わらず「ディーラー工場に依頼した」
が最も高い。
　年代別で見ても、30－50代では「ディーラー工
場に依頼した」が最も多く、40代は53.3％と特に
高い。

・「検査標章」の認知は84.3％、「点検整備済ステッカー」
の認知は81.0％であった。

■自動車のエコについては「急発進・急ブレーキをしない」
が６割半。
・エコの実施として「急発進・急ブレーキをしない」「タ
イヤの空気圧を定期的にチェックする」「アイドリング
ストップをする」がトップ３。

・整備不良における環境への悪影響について、多く回答が
挙がったのは「交通事故への危険性」が例年通りトップ。
特に30代は「交通事故への危険性」が全体と比べて特に
高く、「排気ガスによる大気汚染への悪影響」はやや低率。
■リサイクル部品の利用は19.7％。利用したくない理由は
「品質に不安がある」が約７割

・リサイクル部品の利用経験率は19.7％で、前回調査から
6.7pt上昇している。

・利用したくない理由として「品質に不安」が68.5％で前
回と同様トップ。

■不正改造の認知は「着色フィルム貼付」71.3％、「ステ
ッカー貼付」60.0％、「ランプ色の変更」61.3％

・いずれも20代における認知率が低い傾向。性別では男性
＞女性の傾向がある。

・過去調査と傾向に大きな変化は見られない。
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　調査対象者全員に、点検結果・整備内容の説明状
況について尋ねた。
　説明を受けたとの回答は92.7％で、「口頭及び書
面で説明を受けた」が88.3％。「書面のみで説明を
受けた」は4.3％。
　年代別で見ると、40代は「口頭及び書面で説明を
受けた」が93.3％で全体より高率。

　調査対象者全員に、車検方法を選択した理由について尋
ねた。
　「信頼できるから」が61.0％でトップ。次いで「料金が
安いから」30.7％、「車を購入したお店だから」27.0％、「以
前からの付き合いで」26.0％と続く。
　女性は「料金が安いから」「家から近いから」が全体と

比べてやや低率。
　年代別で見ると、「以前からの付き合いで」は40代が
38.7％と全体より特に高く、50代は16.0％で低率。
　整備工場は「料金が安いから」、ディーラー工場は「車
を購入したお店だから」が全体と比べて特に高い。

＊その他の内訳＝
購入した時のプ
ラン／他を探す
のが面倒だから
／点検パックに
加入しているか
ら／代車がでる
／勤め先だから
／車検パックで
購入したから
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　調査対象者全員に、直近の車検に対する満足度につい
て尋ねた。
　全体の73.7％が「満足」と回答しており、前回調査か
ら6.7pt上昇している。
　年代別に見ると、40代の満足度は81.3％で全体よりや
や高率。
　車検方法別で見ると、整備工場の満足度は78.7％で、
ディーラー工場を10pt近く上回る。

　直近で行った車検に不満と回答した人
に、不満点について尋ねた。
　不満点として「料金が高い」「対応が
不親切」が目立つ。
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　ユーザー車検を受けた人に、定期点検の有無について
尋ねた。
　「定期点検実施者」は55.0％で、前回調査を大きく上
回る。

　ユーザー車検を受けた人に、定期点
検を行わなかった理由について尋ね
た。
　「面倒だから」が50.0％で最も高い。
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　調査対象者全員に、『車検が通った（合格し
た）』ことをどのように理解しているかを尋ね
た。
　「次の車検まで安全である事とは関係ない」
という正しい理解は、過去調査と比べると、最
も低い2019年の次に低率となっている。
　年代別に見ると、20代は「次の車検まで安全
である事とは関係ない」との回答が13.3％で、
特に正しい理解が浸透していない。

＊その他の内訳＝ただの国の制度／現時点で最
良の状態となった

　調査対象者全員に、次回希
望する車検方法について尋ね
た。
　「ディーラー工場」が43.0
％でトップ。前回調査から５
pt上昇している。
　年代別で見ると、40代は「デ
ィーラー工場」が全体より特
に高率。

＊その他の内訳＝安価で確実
なところ／知人
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　調査対象者全員に、「重
量税」と「自賠責保険料」
を国に支払っていること
の認知を尋ねた。
　「どちらも知っていた」
は全体の83.3％で、前回
調査と比べて大きな変化
は見られない。
　性別では、男性の88.9
％が「どちらも知ってい
た」のに対して、女性の
認知率は68.7％と、20pt
以上の差が見られる。
　年代別に見ると、年齢
が高くなるにつれて、「ど
ちらも知っていた」のス
コアも向上している。

　調査対象者全員に、１年ごとの定期点検が法律
で義務付けられていることを認知しているか尋ね
た。
　年代別に見ると、年齢が高くなると認知率も高
くなる傾向にあり、50代は86.7％が認知している。
　車検方法別で見ると、「ディーラー工場」の認
知率が84.8％で全体と比べてやや高率。
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　調査対象者全員に、１年ごとの定期
点検を行っているか尋ねた。
　年代別で見ると、40代は「行ってい
ない」が28.0％で全体より実施率が低
い。
　車検方法別では、「ディーラー工場
利用者」は71.7％が「必ず行ってい
る」のに対して、「整備工場利用者」
は41.7％となっており、定期点検への
意識には大きな差が見られる。

　１年ごとの定期点検を「行っていない」と回答した人に、
その理由について尋ねた。
　定期点検を行わない理由は、前回調査から「毎年行う必

＊その他の内訳＝知らな
かったから／知らなか
った／購入して１年経
ってないから／知らな
かった／知らなかった

要はないから」が10pt 以上上昇しており、「整備料が高い
から」と同率トップ。
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　調査対象者全員に日常点検の実施状況につ
いて尋ねた。
　日常点検の実施者合計は、20代・整備工場
が66～68％で全体と比べてやや高い。一方で
ディーラー工場は53.1％でやや低い。

　調査対象者全員に「てんけんくん」の認知について尋ね
た。
　性別で見ると、女性が49.4％に対して、男性は35.0% で
認知率に差が見られる。
　年代別では、20代の認知率は57.3％に対して、50代は
20.0％と大きな差が出ている。
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　調査対象者全員に「認証看板」の認知について尋ねた。
　年代別に見ると、30代の認知に比べて、50代の方が16pt
高い。
　車検方法別では、「整備工場」は41.7％、「ディーラー工場」
は35.9％でやや差が見られる。

　調査対象者全員に「検査標章」の認知について尋ねた。
　「知っていた」は84.3％。
　性別で見ると、男性の認知は女性より10pt高い。
　年代別では、20代が他年代と比べてやや低率。

　調査対象者全員に「点検整備済ステッカー」の認知につ
いて尋ねた。
　「知っていた」は81.0％。
　性別では、「検査標章」と同様に男性の認知が高い。
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　調査対象者全員に自動車のエコロジー（自然
環境保護）のために実施していることを尋ねた。
　全体では「急発進・急ブレーキをしない」「タ
イヤの空気圧を定期的にチェックする」「アイ
ドリングストップをする」がトップ３。
　性別で見ると、女性は全体と比べて「アイド
リングストップをする」がやや高く、「タイヤ
の空気圧を定期的にチェックする」がやや低率。
　車検方法別で見ると、整備工場は「急発進・
急ブレーキをしない」、ディーラー工場は「車
の定期点検を実施する」がやや高い。

＊その他の内訳＝安全運転ゴールド免許維持

　調査対象者全員に整備不良が環境に及ぼす影
響の中で、どれが最も重大な問題と考えるかを
尋ねた。
　「交通事故への危険性」が51.3％で例年通り
トップ。
　年代別で見ると、30代は「交通事故への危険
性」が全体と比べて特に高く「排気ガスによる
大気汚染への悪影響」はやや低率。
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　調査対象者全員にリサイクル部品の利用経験
について尋ねた。
　「利用したことがある」が19.7％で前回調査
から6.7pt上昇している。
　性別で見ると、女性は「わからない」がやや
高率。
　車検方法別で見ると、整備工場は「利用した
ことがある」が25.2％でディーラー工場の倍以
上高い。

　リサイクル部品を「利用し
たことがないし、今後も利用
したくない」と答えた人にそ
の理由について尋ねた。
　ディーラー工場は「きちん
とした保証があるか不安だか
ら」が全体と比べてやや高
率。一方で男性はやや低率と
なっている。

＊その他の内訳＝大変危険で
ある
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　調査対象者全員に不正な改造
の認知について尋ねてみた。
　「着色フィルム貼付」が不正
改造に該当することの認知は
71.3％で、19年から僅かだが上
昇が見られる。
　男性は73.3％、女性は66.3％
でやや開きが見られる。
　年代別では、20代の認知率が
61.3％で全体と比べて特に低い。

　「ステッカー貼付」が不正改
造に該当することの認知は60.0
％で、19年から上昇傾向が見ら
れる。
　性別では、女性の認知率が
48.2％で男性に比べて低率。
　年代別では、40代の認知率が
全体と比べて特に高いが、20代
は低率。

　「ランプ色の変更」が不正改
造に該当することを認知してい
るのは61.3％。
　性別では、女性の認知率と比
べて男性は10pt以上高い。
　車検方法別では、ディーラー
工場の認知率が整備工場を10pt
以上上回る。
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自動車整備士のイメージ 性別 年齢
大変な割に賃金が安い。それが世間にバレて現在人材
不足。負のループに陥っている。 男性 38

安心 女性 38
工場勤務 男性 56
かっこいい 女性 53
しんどい仕事 男性 49
なし 女性 56
働き者 男性 47
責任のある仕事 男性 56
国家資格であることを知らなかった。 男性 49
力仕事と知識を有する仕事 男性 45
重労働ではあるが、車好きであれば楽しい・やりがい
を感じる 男性 46

なし 男性 53
━ 男性 47
特にない 男性 52
安心できる 女性 47
なし 男性 55
責任が重い仕事 男性 53
とても大変で重要な仕事だと思います。 男性 46
頼りがいがある 男性 59
必要な 女性 59
汚れている 男性 37
特に無し 男性 45
立派な仕事だと思う。 女性 42
大変 女性 39
なんでもできてしまうすごい人 男性 39
資格を取りたい 女性 56
無くてはならない仕事 男性 53
専門職 男性 56
車のことなら何でも知っている 男性 45
きっちり仕事をこなす人 男性 47
堅実 男性 56
特にありません。 男性 44
薄給なのに、大変な仕事です… 男性 35
専門的な知識が必要だが、給料が安い 男性 32
すばらしい 男性 54
安心 男性 49
高いものを扱うのですごく大変そう 男性 36
頑張って下さい！ 男性 55
車をいじれていいな 男性 48
大変大変 男性 56
とても頼りになる 女性 52
人手と技能不足で大変そう 男性 54
ブラックな労働環境 男性 51
カッコいい 男性 48
必要な人 男性 57
自分よりも知識がある 男性 54
車の医者 男性 54
真面目 女性 37
かっこいい 男性 44

自動車整備士のイメージ 性別 年齢
信頼できる 男性 52
低賃金 女性 37
とくにない 男性 37
尊敬する 男性 53
大変そう 男性 39
ちゃんとしている 男性 46
特にない 女性 47
特にない 男性 54
大事 男性 48
難しい 男性 57
ない 男性 51
技術がある 男性 45
とくにない 男性 35
特にない 男性 56
安心して、整備していただける 男性 57
良い 男性 32
仕事量に比べて賃金が安い 男性 51
特にありません 男性 48
たいへん 男性 35
給料が安い 女性 50
安月給で大変 男性 27
信頼できる 男性 59
特になし 男性 44
対応力に優れてる 男性 34
特にない 男性 58
正確に整備してくれると思う 男性 55
大変 女性 26
厳しい労働条件のもと働いているイメージ 女性 29
特になし 女性 37
知らないので何ともいえない。 男性 57
なし 男性 46
特に何も 男性 59
かっこいい 男性 32
カッコいい 男性 25
大変そう 男性 47
安心して任せられる 男性 49
信用できる 男性 46
特にない 男性 39
ない 男性 55
信頼できる 男性 47
技術的 女性 28
専門知識・技術を持っている 女性 45
特になし 男性 42
車に詳しい職人 女性 54
信頼できる 男性 27
車が好きなら欲しい資格 女性 43
とくになし 男性 36
特になし 女性 26
自分も、自動車整備士です。 男性 48
とくになし 男性 43
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自動車整備士のイメージ 性別 年齢
きちんと試験で合格している 男性 47
プロ 女性 53
特になし 男性 49
給料が安い 男性 43
きつい 男性 44
給料がとてもやすくて、やっていることは、非常に大
変であり危険である。国の方で考え直して欲しいと思
う。

男性 49

しっかりしている 男性 59
車の修理や知識について信頼できる 女性 42
なし 女性 27
職人。手に職。手が汚い。 男性 41
特になし 男性 45
低賃金。ノルマがあるため余計な整備を進めてくる。 男性 27
なし 男性 35
特になし 男性 47
特になし 男性 56
特に無し 男性 52
大変 男性 39
特になし 男性 35
特になし 男性 25
かっこいい 男性 45
ない 女性 25
信頼できる 男性 25
なし 男性 51
なし 男性 54
なし 男性 28
スペシャリスト、クルマ好き 男性 39
車の知識がしっかりあり部品や修理箇所など見たり聞
いたら何でも分かりそうなプロフェッショナルなイメ
ージ

男性 39

プロだなぁ 男性 41
特になし 男性 36
優秀 男性 44
車のプロ 女性 39
車が好き 男性 59
なし 男性 28
プロフェッショナル 男性 46
大変 男性 31
わからない 男性 40
カッコいい 男性 21
貴重 男性 51
大変な仕事だと思う。 男性 38
大変な難しい仕事だと思う 女性 58
安心感が、ある。 女性 56
車好き 女性 43
様々な車種がある中で点検箇所を全て把握しなければ
ならず大変な職業だと思う。 男性 44

責任重大な仕事です 男性 55
なし 男性 46
レベルまで難しい 男性 52
思い浮かばない 男性 36
すごい 男性 35
力仕事で知識が必要だから専門知識が豊富 女性 34
車の整備 男性 39

自動車整備士のイメージ 性別 年齢
信頼できる 男性 55
特になし 女性 30
難しいと思う仕事 男性 28
専門的かつ高度な知識と技術が必要な、非常に難しい
職業 男性 29

信用できる 女性 37
信頼できる 男性 56
特にない 男性 32
特になし 女性 28
人手不足 男性 29
いい人 女性 27
寡黙 男性 35
自分たちの安全を守ってくれる人 男性 47
特になし 男性 53
適正に整備してくれる 女性 31
しょくにん 男性 56
大変そう 男性 44
特にない 男性 47
なし 男性 45
失敗が許されない仕事 女性 25
自動車のプロ 女性 27
自動車のことは何でも分かる 女性 32
安い 男性 28
特になし 男性 46
なし 男性 28
汚れも気にせず真剣に取り組む姿勢は素晴らしいと思
います 女性 50

無くてはならない大事な仕事 男性 34
大変 男性 54
スペシャリスト 男性 57
かっこいい 女性 30
優秀 男性 27
手が汚い 男性 32
すごいと思う 女性 22
テキパキしていてかっこいい 女性 36
信頼できる 男性 44
メカニック 男性 54
わからない 男性 53
特にない 女性 56
ない 男性 25
特にない 女性 28
特に無し 男性 57
力仕事で、夏は暑くて冬は寒くて大変そう。 男性 28
メンテ 男性 41
大変 女性 27
大変そう 男性 37
夏は暑く冬は寒い中仕事していて、整備以外にもお客
への説明など営業っぽいことも、している 女性 35

特にない 男性 57
なし 男性 32
大変そう 男性 27
専門職 女性 23
特にありません 男性 43
安心できそう 男性 25
ガソリンスタンド 女性 29
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自動車整備士のイメージ 性別 年齢
安心 男性 50
給与が安い 男性 37
車検 女性 29
なくてはならない大切な仕事 男性 27
日常的に使用してるので、必要な仕事 女性 29
自動車のプロ 女性 47
命を預かる車の整備に関わる、大切な仕事だと思う 男性 52
いつも安く、そして短時間で車検をやってくれてあり
がとうございます。これからも宜しくお願い致します。 男性 48

きちんと車のことを点検してくれる。 女性 58
特にない 男性 57
自動車整備の専門家、プロ 男性 37
楽しそう 男性 53
特にない 男性 26
よくわからない 女性 29
車検などできる 男性 30
車検の為に必要な人 男性 43
これからも必要 女性 58
すごい 男性 33
特にない 男性 36
責任のある仕事。 女性 39
技術を持っていて凄いと思う 男性 42
大変 男性 48
男性が多そう。 女性 22
わからない 女性 39
たいへんそう 男性 28
車の整備・点検をする人 男性 28
凄い 男性 24
自動車のプロ、しっかりと細かい意識をもって仕事を
するイメージ 女性 48

専門的 男性 25
特になし 男性 50
信頼できる 男性 38
カッコいい。これぞ技術者という感じがする。 男性 23
カッコいい 男性 41
すごい 男性 22
特にない 女性 29
特になし 男性 33
専門性がある 男性 51
不正 男性 26
知り合いでいるけど車のこと教えてくれるので、助かる 女性 24
信用できる 女性 27
好きな事を仕事にしている 男性 38
車に詳しい 女性 27
有難く思います 女性 59
信頼できる 女性 38
整備士さんもピンキリ、しっかりやる会社も、適当に
やる会社もある。車の事を知らない人でも、安心して
のれるよう整備士さんには整備、説明、アドバイス等
聞きたい。

女性 37

力仕事 男性 26
車について詳しい 女性 25
車のことについて一般人よりも特化している 女性 26
ない 女性 21

自動車整備士のイメージ 性別 年齢
なくてはならない存在 男性 28
すごい 男性 44
車のお医者さん 女性 49
イメージなし 男性 41
賃金が安いイメージ 男性 48
車に詳しい 女性 37
特になし 女性 33
給料がひくい 男性 20
立派 男性 36
安全 女性 33
良いと思う 男性 47
信頼できる 男性 44
カッコいい、男らしい、専門性があり信頼できる 男性 36
安心、信頼性 男性 41
専門技術職 男性 28
難しそう 男性 25
何とも思ったことがない 女性 30
職人気質 男性 23
大変 女性 33
頼りになる 女性 36
特になし 男性 38
特に無し 女性 27
大事な仕事だが、昨今の自動車の複雑化により大変に
なっているが、労働環境はあらゆる面で恵まれず、希
望者がいない。

男性 37

特になし 男性 28
頼りになる、責任のある仕事。 男性 28
知識をもった方 男性 34
特にない 男性 38
大変そう 女性 26
車のプロなので安心できる 男性 28
車について詳しい 女性 25
かっこいい 男性 37
かっこいい 男性 29
男性 女性 23
特にない 男性 49
手に職をつけられる仕事。人手不足による過重労働。
男性の多い環境。 男性 29

信頼できる 男性 26
自動車を整備できる人 男性 23
車に詳しい 男性 55
かっこいい。憧れの仕事。 男性 43
自動車学校卒業生 男性 34
細かい作業をしている 女性 39
特にない 男性 28
あっと言う間に悪い箇所見つけて説明に来てくれる。
動きが早い。走ってるイメージ 女性 43

更新がないから信用していない 男性 52
安定してる 女性 25
大変 男性 26
カー用品店に1人は必要 安心して一緒に働ける とて
も重要な人物 女性 34

自動車のことをなんでも知ってそう。どんな故障も見
分けられそう 男性 36

普段使用してる車の複雑な構造を理解してるので、凄
いなと思う 男性 29
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自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
余計な営業はしないでほしい。 男性 38
しっかりと整備してくれる 女性 38
仕事内容をオープンに 男性 56
特になし 女性 53
騒音を小さくしてほしい 男性 49
なし 女性 56
適切な整備と点検 男性 47
確実で偽りのない整備 男性 56
特になし。 男性 49
適切な部品消耗品の交換で安全に乗れるクルマに整備
してもらえる場所 男性 45

しっかりと点検・整備をやってもらえればよい 男性 46
なし 男性 53
安全第一 男性 47
特にない 男性 52
技術力を安定させてほしい 女性 47
必要最低限の整備にとどめて欲しい 男性 55
見逃しが無き様、点検して欲しい 男性 53
安心安全な整備 男性 46
早く、安く、必要な整備を 男性 59
車を安全に乗るための点検 女性 59
しっかりした整備 男性 37
安心安全 男性 45
信頼できる点検して欲しい。 女性 42
安全 女性 39
完璧にこなしてほしい 男性 39
確実な整備 女性 56
信頼できる安全安心。 男性 53
ディーラーに預けるので意識なし 男性 56
問題がある部分について明快に説明していただき、複
数の対応策を教えて欲しい。 男性 45

ユーザーのことを考えて判断して整備してくれるこ
と。きちんと整備した内容を説明してくれること。 男性 47

低廉かつ完全な整備 男性 56
特にありません。 男性 44
商売なのはわかりますが、必要ない点検などで料金を
上乗せするのはやめてほしい。 男性 35

一人一人にあった整備の提供 男性 32
安全 男性 54
きちんとした点検をして虚偽なく報告してほしい。 男性 49
整備前にしっかり説明する。いらない整備を勧めない 男性 36
大変な仕事だと思う。 男性 55
ない 男性 48
信頼信頼 男性 56
丁寧な点検整備をお願いします。 女性 52
家の近くにあるから今後も閉店しないで欲しい。 男性 54
特になし 男性 51
親切丁寧に 男性 48
誠実 男性 57
走る  曲がる  止まるはしっかり見てほしい 男性 54
ディーラーより安く、ディーラーより親身な対応 男性 54
誠実 女性 37
安全に 男性 44
正確な整備 男性 52

自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
信頼感 女性 37
とくにない 男性 37
電気化の動きがあるから大変だと思いますが、日本は
水素で内燃機関の技術を残すはずだから、これからも
頑張って欲しいです。

男性 53

安心、安全で信頼できるサービス 男性 39
特になし 男性 46
特にない 女性 47
とにかく安全に運転できるように整備を徹底して欲し
い 男性 54

値段が安い 男性 48
真面目 男性 57
ない 男性 51
特にない 男性 45
必要なものだけおこなってほしい 男性 35
信頼性 男性 56
修理技術 男性 57
良い 男性 32
安く 男性 51
特にありません 男性 48
特になし 男性 35
安くしてほしい 女性 50
明るくなってほしい 男性 27
特にありません 男性 59
特になし 男性 44
かみ砕いた説明 男性 34
故障ないように 男性 58
正確に整備し、かつ料金は明瞭に 男性 55
安く 女性 26
しっかりと整備をしてくれること 女性 29
なし 女性 37
知識がないので何ともいえない。 男性 57
なし 男性 46
特になし 男性 59
安さ、信頼 男性 32
なし 男性 25
待ち時間の空いた時に暇潰しが出来るようにしてほし
い。 男性 47

安心できる技術 男性 49
丁寧な整備 男性 46
特にないです 男性 39
ない 男性 55
過剰なことをせず、的確に整備すること。 男性 47
的確な 女性 28
普段見えない部分を写真に撮って見せて欲しい。交換
した部品を見たい。 女性 45

特になし 男性 42
接客姿勢の徹底を。 女性 54
特になし 男性 27
わかりやすく説明してほしい時がある 女性 43
誠実であって欲しい 男性 36
正確な技術 女性 26
特になし 男性 48
とくになし 男性 43
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自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
ない 男性 54
誠実な対応 男性 47
必要なアドバイス 女性 53
特になし 男性 49
確実な仕事 男性 43
特にない 男性 44
最新の設備と高い給料であると思う。 男性 49
確かな技術 男性 59
親切、丁寧に点検してくれて、比較的リーズナブルな
金額で仕事をしてくれる 女性 42

なし 女性 27
プロとしてのアドバイス。売上ではなく、車のメンテ
ナンスとして、次でいいのか、今回で交換なのか？プ
ロとしての発言とアドバイス。

男性 41

特になし 男性 45
適切な整備を適切な価格で提供して欲しい。 男性 27
本当に安全安心を保証してほしい 男性 35
特になし 男性 47
特になし 男性 56
きちんと整備すること 男性 52
安く 男性 39
特になし 男性 35
特になし 男性 25
安全 男性 45
ない 女性 25
見てもらったあと安全に車を運転できること 男性 25
なし 男性 51
なし 男性 54
なし 男性 28
丁寧で真面目な作業 男性 39
修理箇所や磨耗箇所など車検や点検時に見落としのな
いように見て貰いたい 男性 39

うまい、早い、安い 男性 41
安全に走れることが1番 男性 36
速さと安さ 男性 44
分りやすい説明と点検頻度の確認 女性 39
清潔感、信頼性、料金・価格の透明性 男性 59
なし 男性 28
レスポンスが早いこと。 男性 46
特になし 男性 31
信頼 男性 40
素早い対応 男性 21
安全、最新、ドライバーのことを考えてほしい 男性 51
ミスしないで欲しい。 男性 38
特に無し 女性 58
決まったことだけでなく、安全や経済的に役立つ情報
が欲しいです。 女性 56

値段。クオリティ 女性 43
気軽に、お得に、点検ができるようにしてほしい。 男性 44
毎日一生懸命やられている姿に敬服します。 男性 55
なし 男性 46
確実な整備記録 男性 52
思い浮かばない 男性 36
安心丁寧 男性 35
丁寧、安全、真摯に対応してほしい。ディーラーは本
当に対応が最悪 女性 34

安全に適正な修理、点検を、適正な価格でしてほしい 男性 39
特になし 男性 55

自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
特になし 女性 30
安くて丁寧に直さないといけない理由など説明して欲
しい 男性 28

ユーザーに分かりやすく、高い料金でも納得できる説
明をすること。正確・確実な整備。 男性 29

安全に運転できること 女性 37
安心を与える 男性 56
一度に点検から整備を行なってほしい 男性 32
特になし 女性 28
工賃安くしてほしい。 男性 29
安くいいサービスを提供してくれる。 女性 27
丁寧にやってくれる 男性 35
少しの点検でも費用が高いため、もう少し費用が抑え
られると助かる 男性 47

しっかりやる 男性 53
細かな整備  安心 女性 31
お疲れ様です 男性 56
もう少し価格を安くしてくれれば検査頻度が上がると
思う 男性 44

特にない 男性 47
なし 男性 45
正確な仕事をして車の安全を保って欲しい 女性 25
どんな整備が行われているのか、分かりやすく説明し
てくれること 女性 27

正確に安全に仕事をすること 女性 32
予備整備までしっかり、行ってくれること 男性 28
誠実な点検 男性 46
安さ 男性 28
日々大変だと思いますが、これからもひとつの故障や
欠陥も見落とさないようにお願い出来たらと思います 女性 50

正確に状態を把握し、適切な処置について説明してほ
しい 男性 34

特には、ありません 男性 54
正確にミスなく格安で 男性 57
安心して車に乗れるように整備して欲しい 女性 30
なし 男性 27
手がきれい 男性 32
なし 女性 22
時間がかかってもしっかり点検して欲しい 女性 36
丁寧さ、誠実さ 男性 44
安全安心 男性 54
わからない 男性 53
特にない 女性 56
ない 男性 25
わかりやすく話してくれると嬉しい 女性 28
特に無し 男性 57
確実に整備してくれること。 男性 28
信頼 男性 41
事故が起こらない 女性 27
故障などを見逃さない 男性 37
素人でも安心して任せられる分かりやすい説明 女性 35
特にない 男性 57
なし 男性 32
特になし 男性 27
丁寧なサービス、安い 女性 23
安全性 男性 43
正直にしてくれれば、このままで満足しています 男性 25
忘れがちなメンテの再確認 女性 29
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自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
安くて安心できる整備 男性 50
明朗な説明 男性 37
安全に車検を行ってほしい 女性 29
これからもしっかりと点検していただければ嬉しいで
す 男性 27

特にないです。早急に、対応してくれるので助かります 女性 29
丁寧、確実に整備して欲しい 女性 47
安心・安全に車を利用できるような対応 男性 52
自動車整備は人の命を守る大切な仕事なのはわかる
が、ブレーキパッドの交換で4万円弱は高過ぎる。高
級車でもないのに…。

男性 48

必要以上の整備は進めないでほしい。 女性 58
とくにない 男性 57
車が起因の事故ができる限り起きないこと 男性 37
価格体系を明確にして欲しい 男性 53
特にない 男性 26
隅々まで丁寧に見てほしい 女性 29
何かあったらそのままにせず報告してほしい 男性 30
特にない。 男性 43
こちらの意見をよく聞いて欲しい 女性 58
ない 男性 33
特にない 男性 36
売上のために無理に売りつけたりせず、必要なものだ
けを交換してほしい。車の事はよく分からないことが
多いので教えてほしい

女性 39

安全な点検 男性 42
特になし 男性 48
安全に運転できるように、きちんと整備や点検をして
ほしい。 女性 22

ない 女性 39
しっかりやってほしい 男性 28
安くて安全 男性 28
しっかりしてほしい 男性 24
客が安全に自動車を運転出来るよう細心の注意を払っ
て整備し、親切丁寧な対応を望みます 女性 48

専門性 男性 25
真摯な対応 男性 50
事故につながる老朽化を、事前に見つけることができ
る 男性 38

丁寧なのはもちろん、万全な体調でお仕事を頑張って
いただきたい。 男性 23

安全且つ丁寧な点検整備 男性 41
丁寧な点検 男性 22
安全 女性 29
特になし 男性 33
適正な価格 男性 51
安心安全 男性 26
丁寧かつ、わかりやすい説明をして直して欲しい 女性 24
わかりやすい説明 女性 27
正確な仕事 男性 38
安さ 女性 27
正確にこれからもよろしくお願いします 女性 59
料金を明確にして欲しい 女性 38
今すぐ必要な事、今すぐに必要じゃないもの、今後の
整備が必要になる物、金額等先がわかっていると安心
する。色々教えていただけると助かる。

女性 37

丁寧に作業をしてほしい 男性 26
スムーズに無駄なく整備すること 女性 25
異常がある場合、どこがどのように異常があるのかを
車についてあまり情報がない人にもわかりやすく説明
をしてほしい

女性 26

自動車整備工場に望むこと 性別 年齢
ない 女性 21
整備士の増加 男性 28
きちんと修理して下さい 男性 44
代車無料。日帰り修理。格安費用。 女性 49
手を抜かずに点検してほしい。 男性 41
特にありません 男性 48
安全 女性 37
丁寧な説明。利用しやすい価格 女性 33
素人にも分かりやすく車のことについて教えてくれる
こと。 男性 20

安全第一 男性 36
安全 女性 33
信頼 男性 47
法律にのって、整備してほしい 男性 44
初心者にも優しい態度、知識がない人へのアドバイス 男性 36
いつも丁寧に対応してくれている！ 男性 41
とくになし 男性 28
安全な運転のサポートをお願いしたい。 男性 25
ディーラー以外の工場で車検が受けられることを知ら
なかった 女性 30

確実な点検と修理で、安全に乗れる状態を維持しても
らいたい。 男性 23

正確に 女性 33
点検、整備に関して女性にとって難しい用語が多いの
でわかりやすい説明をしていただけるとありがたい 女性 36

特になし 男性 38
特に無し 女性 27
整備内容に全幅の信頼をおけること。 男性 37
親切な対応 男性 28
信頼のおける整備をお願いしたいです。 男性 28
きちんと点検してもらう事 男性 34
安全性の確保 男性 38
ほんとに必要な物だけ交換とか教えてほしい 女性 26
もう少し早く終わるとたすかります 男性 28
安心安全 女性 25
安全 男性 37
親切丁寧 男性 29
丁寧 女性 23
特にない 男性 49
接客スキルの向上。施設の清潔感。 男性 29
確実な点 男性 26
正確な知識と技能による整備 男性 23
希望の料金で希望の日程で行ってくれること 男性 55
安全第一。 男性 43
豊富な知識、確実な技術 男性 34
安心して乗れるように細部まで見てほしい 女性 39
不備のない点検 男性 28
車の下敷きになったり事故に巻き込まれないで欲し
い。ただそれだけをいつも心配なります。あとはちゃ
んと直して下さい

女性 43

笑顔 男性 52
手を抜かずにやってほしい 女性 25
安さ 男性 26
カーショップで働いてましたが、過酷なお仕事なので
お給料面が合わない 女性 34

安全性  正確性  オープンさ  愛想がいい 男性 36
取り敢えず手抜きはしないで欲しい 男性 29



Ⅴ．資　料　編
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Ⅳ．資料編

1 ．検査対象車両数、認証工場等の推移

　関東運輸局管内（以下「管内」という。）における検査対象車両数、認証工場数、人口及び世帯
の推移は次のとおりです。

⑴　検査対象車両数の推移＜図Ⅰー 1＞

　管内の検査対象車両数（軽自動車を含む。以下に同じ。）は、令和 4年 3月末現在において、
22,503千台となり、対前年比で46千台の増加になっています。
　これらを各都県別にみても、近年増加傾向となっています。
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〈図Ⅰ－ 1〉　運輸支局別検査対象車両数の推移（各年度末現在）
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⑵　認証工場数、人口、世帯数等の推移＜表Ⅰー 1、図Ⅰー 2、 3＞

①　認証工場数
管内の認証工場数は、令和 4年 3月末時点において24,317工場であり、対前年比で33工場の増
加となっています。
　これらを各運輸支局別にみると、埼玉が28工場、茨城が16工場の順で増加していますが、一
方で東京は32工場、群馬は 3工場減少となっています。
　

②　人　口
　管内の人口は、令和 4年 4月 1日時点において44,279千人であり、対前年比で123千人の減
少となっています。
　これらを各運輸支局別にみると、東京の55千人、次いで千葉の16千人と、全ての都県で減少
傾向となっています。

③　世帯数
　管内の世帯数は、令和 4年 4月 1日時点において20,727千世帯であり、対前年比で122千世
帯の増加となっています。
　これらを各運輸支局別にみると、埼玉の37千世帯で最も伸び率が高く、次いで神奈川の35千
世帯、東京・千葉の26千世帯となっています。

④　認証工場当たり検査対象車両数
　認証工場当たりの検査対象車両数は、管内平均で925台であり、対前年比で 1台の増加となっ
ています。
　これらを各運輸支局別にみると、神奈川が1,205台で最も多く、次いで千葉の1,001台、東京
の915台の順になっており、群馬が759台で最も少ない状況となっています。
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〈表Ⅰ－ 1〉　認証工場数・人口・世帯数等の推移

運　輸
支局別

年度
認　　証
工 場 数

人　　口
（千人）

世 帯 数
（千世帯）

認　証　工　場　当　た　り
検査対象車両数 人　　口 世 帯 数

東　京

R1 4,560 13,982 7,157 901 3,066 1,570 
R2 4,526 14,050 7,243 907 3,104 1,600 
R3 4,494 13,995 7,269 915 3,114 1,617 
増減 ▲ 32 ▲ 55 △ 26 △ 8 △ 10 △ 17

神奈川

R1 3,203 9,204 4,192 1,198 2,874 1,309 
R2 3,201 9,235 4,246 1,204 2,885 1,326 
R3 3,209 9,221 4,281 1,205 2,873 1,334 
増減 △ 8 ▲ 14 △ 35 △ 1 ▲ 12 △ 8

埼　玉

R1 4,454 7,341 3,181 907 1,648 714 
R2 4,461 7,345 3,176 909 1,646 712 
R3 4,489 7,331 3,213 907 1,633 716 
増減 △ 28 ▲ 14 △ 37 ▲ 2 ▲ 13 △ 4

群　馬

R1 2,349 1,930 808 754 822 344 
R2 2,341 1,919 816 757 820 349 
R3 2,338 1,915 810 759 819 346 
増減 ▲ 3 ▲ 4 ▲ 6 △ 2 ▲ 1 ▲ 2

千　葉

R1 3,619 6,280 2,783 996 1,735 769 
R2 3,616 6,283 2,785 1,001 1,738 770 
R3 3,628 6,267 2,811 1,001 1,727 775 
増減 △ 12 ▲ 16 △ 26 △ 0 ▲ 10 △ 5

茨　城

R1 3,168 2,858 1,178 814 902 372 
R2 3,177 2,845 1,192 814 895 375 
R3 3,193 2,840 1,199 811 889 376 
増減 △ 16 ▲ 5 △ 7 ▲ 3 ▲ 6 △ 0

栃　木

R1 2,036 1,934 797 836 950 391 
R2 2,039 1,924 805 836 944 395 
R3 2,039 1,910 803 838 937 394 
増減 △ 0 ▲ 14 ▲ 2 △ 2 ▲ 7 ▲ 1

山　梨

R1 923 806 339 807 873 367 
R2 923 801 342 809 868 371 
R3 927 800 341 808 863 368 
増減 △ 4 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 5 ▲ 3

管　内

R1 24,312 44,335 20,435 921 1,824 841 
R2 24,284 44,402 20,605 924 1,828 849 
R3 24,317 44,279 20,727 925 1,821 852 
増減 △ 33 ▲ 123 △ 122 △ 1 ▲ 8 △ 4

　注：①　人口及び世帯数は総務省又は各自治体が公表している数。
　　　②　検査対象車両数は軽自動車を含む。
　　　③　認証工場、人口及び世帯数は当該年度末現在の数を示す。
　　　④　増減欄は、対前年比を示す。
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〈図Ⅰ－ 2〉　令和３年度支局別認証工場の対前年比増減数

（単位：工場）

東京 神奈川 埼玉 群馬 千葉 茨城 栃木 山梨
-32 8 28 -3 12 16 0 4

〈図Ⅰ－ 3〉　認証工場当たり検査対象車両数、人口及び世帯数

東　京 神奈川 埼　玉 群　馬 千　葉 茨　城 栃　木 山　梨
　 検査対象車両数（台） 915 1205 907 759 1001 811 838 808
　 人　　　口（人） 3,114 2,873 1,633 819 1,727 889 937 863
　 世　帯　数 1,617 1,334 716 346 775 376 394 368

（ 1 目盛500を示す）
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2 ．関東運輸局管内整備事業の現況

⑴　整備事業の概要

支局別 整備事業 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末

東　京

認　　　証 4,673 4,624 4,560 4,526 4,494
認　　　定 146 139 134 133 129
指　　　定 1,337 1,321 1,313 1,299 1,294
指定／認証 28.6％ 28.6％ 28.8％ 28.7％ 28.8％

神奈川

認　　　証 3,206 3,211 3,203 3,201 3,209
認　　　定 104 102 100 101 101
指　　　定 1,065 1,063 1,060 1,061 1,058
指定／認証 33.2％ 33.1％ 33.1％ 33.1％ 33.0％

埼　玉

認　　　証 4,444 4,458 4,454 4,461 4,489
認　　　定 86 85 88 88 88
指　　　定 1,129 1,132 1,128 1,127 1,131
指定／認証 25.4％ 25.4％ 25.3％ 25.3％ 25.2％

群　馬

認　　　証 2,368 2,354 2,349 2,341 2,338
認　　　定 74 73 70 69 68
指　　　定 590 595 596 597 595
指定／認証 24.9％ 25.3％ 25.4％ 25.5％ 25.4％

千　葉

認　　　証 3,634 3,626 3,619 3,616 3,628
認　　　定 100 99 99 100 98
指　　　定 1,224 1,214 1,210 1,206 1,208
指定／認証 33.7％ 33.5％ 33.4％ 33.4％ 33.3％

茨　城

認　　　証 3,145 3,173 3,168 3,177 3,193
認　　　定 72 72 72 71 71
指　　　定 814 817 817 825 826
指定／認証 25.9％ 25.7％ 25.8％ 26.0％ 25.9％

栃　木

認　　　証 2,048 2,044 2,036 2,039 2,039
認　　　定 68 67 67 66 64
指　　　定 588 591 590 593 593
指定／認証 28.7％ 28.9％ 29.0％ 29.1％ 29.1％

山　梨

認　　　証 917 919 923 923 927
認　　　定 42 42 41 42 41
指　　　定 246 249 250 251 249
指定／認証 26.8％ 27.1％ 27.1％ 27.2％ 26.9％

局　計

認　　　証 24,435 24,409 24,312 24,284 24,317
認　　　定 692 679 671 670 660
指　　　定 6,993 6,982 6,964 6,959 6,954
指定／認証 28.6％ 28.6％ 28.6％ 28.7％ 28.6％

全国計

認　　　証 92,044 91,788 91,644 91,530 91,790
認　　　定 2,800 2,773 2,750 2,709 2,608
指　　　定 30,101 30,104 30,108 30,117 30,118
指定／認証 32.7％ 32.8％ 32.9％ 32.9％ 32.8％

局／全国
認　　　証 26.5％ 26.6％ 26.5％ 26.5％ 26.5％
認　　　定 24.7％ 24.5％ 24.4％ 24.7％ 25.3％
指　　　定 23.2％ 23.2％ 23.1％ 23.1％ 23.1％
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⑵　整備主任者の選任状況の推移

項　目
支局別 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和 2年度末 令和 3年度末

東　京 12,541 12,442 12,369 12,228 11,967 

神奈川 8,574 8,522 8,472 8,403 8,198 

埼　玉 10,164 10,220 10,207 10,142 10,128 

群　馬 5,194 5,171 5,217 5,192 5,152 

千　葉 9,530 9,486 9,493 9,510 9,485 

茨　城 6,743 6,799 6,843 6,783 6,636 

栃　木 4,598 4,607 4,613 4,512 4,423 

山　梨 1,939 1,921 1,935 1,911 1,930 

局　計 59,283 59,168 59,149 58,681 57,919 

全国計 221,351 222,041 222,278 220,407 218,513 

局／全国（％） 26.5％ 26.8％ 26.6％ 26.6％ 26.5％

⑶　自動車特定整備事業（新規・廃止）状況の推移

項　目

支局別

平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和 2年度末 令和 3年度末

新規 廃止 新規 廃止 新規 廃止 新規 廃止 新規 廃止

東　京 33 104 33 83 32 99 52 87 44 76

神奈川 52 40 51 46 41 50 44 46 53 46

埼　玉 75 36 67 53 54 57 64 58 76 48

群　馬 35 19 25 39 29 34 23 31 31 34

千　葉 51 74 51 59 51 58 48 51 61 49

茨　城 66 33 58 30 34 39 32 23 40 24

栃　木 32 22 18 22 19 27 25 22 30 30

山　梨 12 6 8 6 15 11 10 10 14 10

局　計 356 334 311 338 275 375 298 328 349 317 
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⑷　認証 1工場当たりの検査対象車両数の推移

年度
支局別 平成29年度末 平成30年度末 令和元年度末 令和２年度末 令和３年度末

東　京

認　証　工　場　数 4,673 4,624 4,560 4,526 4,494 

検 査 対 象 車 両 数 4,122,583 4,119,076 4,109,482 4,106,128 4,110,915 

1 工場当たり車両数 882 891 901 907 915 

神奈川

認　証　工　場　数 3,206 3,211 3,203 3,201 3,209 

検 査 対 象 車 両 数 3,842,432 3,843,857 3,838,258 3,855,121 3,865,500 

1 工場当たり車両数 1,199 1,197 1,198 1,204 1,205 

埼　玉

認　証　工　場　数 4,444 4,458 4,454 4,461 4,489 

検 査 対 象 車 両 数 4,011,687 4,029,563 4,039,302 4,057,851 4,073,414 

1 工場当たり車両数 903 904 907 910 907 

群　馬

認　証　工　場　数 2,368 2,354 2,349 2,341 2,338 

検 査 対 象 車 両 数 1,767,311 1,770,293 1,772,118 1,774,039 1,773,823 

1 工場当たり車両数 746 752 754 758 759 

千　葉

認　証　工　場　数 3,634 3,626 3,619 3,616 3,628 

検 査 対 象 車 両 数 3,574,162 3,590,720 3,603,253 3,622,043 3,632,520 

1 工場当たり車両数 984 990 996 1,002 1,001 

茨　城

認　証　工　場　数 3,145 3,173 3,168 3,177 3,193 

検 査 対 象 車 両 数 2,562,614 2,572,401 2,580,325 2,588,133 2,589,494 

1 工場当たり車両数 815 811 814 815 811 

栃　木

認　証　工　場　数 2,048 2,044 2,036 2,039 2,039 

検 査 対 象 車 両 数 1,694,857 1,700,089 1,702,676 1,706,770 1,708,908 

1 工場当たり車両数 828 832 836 837 838 

山　梨

認　証　工　場　数 911 917 919 923 927 

検 査 対 象 車 両 数 741,243 743,453 744,440 747,311 748,707 

1 工場当たり車両数 808 809 807 810 808 

局　計

認　証　工　場　数 24,429 24,407 24,308 24,284 24,317 

検 査 対 象 車 両 数 22,316,889 22,369,452 22,389,854 22,457,396 22,503,281 

1 工場当たり車両数 914 917 921 925 925 

注：検査対象車両数は軽自動車を含む
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⑸　関東運輸局管内認証工場数等の推移
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3 ．関東運輸局管内自動車保有車両数

用
途
別

運輸支局
　　　 業態別

車種別
関東運輸局計

東　　京　　支　　局 神　奈　川　支　局

品　川 足　立 練　馬 多　摩 八王子 計 横　浜 川　崎 相　模 湘　南 計

貨
　
　
　
　
　
物

普　通　車

自 420,806 10,548 23,278 9,117 12,727 9,526 65,196 22,952 7,445 15,217 11,968 57,582

営 288,114 11,630 25,430 7,796 8,985 5,382 59,223 18,055 5,897 14,068 8,887 46,907

計 708,920 22,178 48,708 16,913 21,712 14,908 124,419 41,007 13,342 29,285 20,855 104,489

小
　
型
　
車

四　輪

自 1,019,667 48,542 67,996 44,968 44,986 22,468 228,960 76,626 22,736 36,791 33,359 169,512

営 29,927 3,296 5,288 2,434 1,371 594 12,983 2,050 531 1,180 657 4,418

計 1,049,594 51,838 73,284 47,402 46,357 23,062 241,943 78,676 23,267 37,971 34,016 173,930

三　輪

自 229 22 29 22 11 5 89 2 0 7 17 26

営 31 8 14 6 0 0 28 0 0 0 0 0

計 260 30 43 28 11 5 117 2 0 7 17 26

被けん引車

自 7,016 131 158 52 89 107 537 283 72 216 188 759

営 45,339 4,735 3,229 42 184 556 8,746 8,367 1,524 868 481 11,240

計 52,355 4,866 3,387 94 273 663 9,283 8,650 1,596 1,084 669 11,999

軽自動車
四　輪 1,916,876 54,023 63,489 53,194 75,814 47,219 293,739 109,734 28,431 64,597 73,113 275,875

三　輪 335 21 11 12 22 14 80 24 7 23 11 65

貨　物　車　計 3,728,340 132,956 188,922 117,643 144,189 85,871 669,581 238,093 66,643 132,967 128,681 566,384

乗
　
　
　
合

普 通 車
乗車定員
30名以上

自 6,297 184 268 139 295 221 1,107 459 177 242 175 1,053

営 29,114 1,879 2,397 1,814 1,819 1,191 9,100 2,920 1,099 1,017 1,091 6,127

計 35,411 2,063 2,665 1,953 2,114 1,412 10,207 3,379 1,276 1,259 1,266 7,180

小 型 車
乗車定員

11名以上29名以下

自 22,328 684 737 593 960 517 3,491 1,488 389 820 780 3,477

営 7,150 445 598 319 467 193 2,022 290 62 235 204 791

計 29,478 1,129 1,335 912 1,427 710 5,513 1,778 451 1,055 984 4,268

乗合車合計 64,889 3,192 4,000 2,865 3,541 2,122 15,720 5,157 1,727 2,314 2,250 11,448

乗
　
　
　
用

普　通　車

自 6,710,677 406,266 305,641 307,121 387,143 162,660 1,568,831 625,886 172,766 227,014 250,841 1,276,507

営 22,531 4,925 5,952 3,798 870 181 15,726 1,698 375 266 242 2,581

計 6,733,208 411,191 311,593 310,919 388,013 162,841 1,584,557 627,584 173,141 227,280 251,083 1,279,088

小　型　車

自 5,665,803 160,718 197,009 175,241 306,389 144,326 983,683 478,710 119,324 215,509 232,391 1,045,934

営 51,757 4,991 10,745 8,298 3,892 703 28,629 5,181 1,411 824 1,259 8,675

計 5,717,560 165,709 207,754 183,539 310,281 145,029 1,012,312 483,891 120,735 216,333 233,650 1,054,609

軽　自　動　車 5,108,576 53,669 93,781 66,466 187,211 142,933 544,060 264,703 53,412 195,750 218,907 732,772

乗　用　車　計 17,559,344 630,569 613,128 560,924 885,505 450,803 3,140,929 1,376,178 347,288 639,363 703,640 3,066,469

特
種
（
殊
）
用
途

普　通　車

自 235,589 9,663 14,975 8,451 10,642 6,735 50,466 18,148 5,525 7,976 8,513 40,162

営 102,176 3,145 6,520 2,513 4,964 2,514 19,656 6,641 3,571 5,558 3,182 18,952

計 337,765 12,808 21,495 10,964 15,606 9,249 70,122 24,789 9,096 13,534 11,695 59,114

小　型　車

自 42,760 1,828 2,693 1,584 2,007 1,214 9,326 3,056 699 1,505 1,590 6,850

営 4,658 321 1,074 323 252 95 2,065 430 75 168 131 804

計 47,418 2,149 3,767 1,907 2,259 1,309 11,391 3,486 774 1,673 1,721 7,654

大型特殊車

自 65,197 3,667 5,512 720 2,063 1,671 13,633 6,364 2,154 2,492 2,066 13,076

営 639 1 101 2 4 11 119 11 6 5 2 24

計 65,836 3,668 5,613 722 2,067 1,682 13,752 6,375 2,160 2,497 2,068 13,100

軽　自　動　車 40,052 1,937 2,344 1,674 1,980 1,131 9,066 3,518 903 1,508 1,597 7,526

特種（殊）用途車計 491,071 20,562 33,219 15,267 21,912 13,371 104,331 38,168 12,933 19,212 17,081 87,394

二
輪
車

小型二輪車 659,637 42,257 36,962 41,523 39,982 19,630 180,354 65,327 17,557 24,289 26,632 133,805

軽 二 輪 車 787,514 74,441 65,670 84,111 59,491 21,488 305,201 91,055 23,363 33,807 32,881 181,106

二 輪 車 計 1,447,151 116,698 102,632 125,634 99,473 41,118 485,555 156,382 40,920 58,096 59,513 314,911

総　 合　 計 23,290,795 903,977 941,901 822,333 1,154,620 593,285 4,416,116 1,813,978 469,511 851,952 911,165 4,046,606

登録自動車数 14,777,805 677,629 679,644 575,353 790,120 360,870 3,083,616 1,279,617 345,838 531,978 558,024 2,715,457

検査自動車数 15,437,442 719,886 716,606 616,876 830,102 380,500 3,263,970 1,344,944 363,395 556,267 584,656 2,849,262

軽自動車数 7,853,353 184,091 225,295 205,457 324,518 212,785 1,152,146 469,034 106,116 295,685 326,509 1,197,344
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（令和４年３月末）
埼　　玉　　支　　局 群馬

支局

千　　葉　　支　　局 茨　城　支　局 栃　木　支　局 山梨
支局大　宮 熊　谷 春日部 所　沢 計 千　葉 野　田 習志野 袖ヶ浦 計 水　戸 土　浦 計 宇都宮 とちぎ 計

22,078 18,130 18,626 18,358 77,192 38,220 32,096 10,938 13,119 16,324 72,477 26,962 32,827 59,789 25,248 12,192 37,440 12,910

18,517 12,673 16,214 14,934 62,338 19,885 16,569 7,804 12,066 7,207 43,646 12,463 19,088 31,551 12,128 6,380 18,508 6,056

40,595 30,803 34,840 33,292 139,530 58,105 48,665 18,742 25,185 23,531 116,123 39,425 51,915 91,340 37,376 18,572 55,948 18,966

61,871 31,348 36,132 44,069 173,420 68,966 70,680 26,111 31,788 39,865 168,444 57,474 57,847 115,321 49,654 19,049 68,703 26,341

2,107 538 1,244 1,172 5,061 896 1,297 520 1,045 525 3,387 853 1,011 1,864 688 265 953 365

63,978 31,886 37,376 45,241 178,481 69,862 71,977 26,631 32,833 40,390 171,831 58,327 58,858 117,185 50,342 19,314 69,656 26,706

12 11 1 9 33 18 10 1 1 4 16 12 15 27 10 6 16 4

0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 2 0 0 0 0 0 0 1

12 11 1 9 33 18 11 1 1 5 18 12 15 27 10 6 16 5

282 399 313 253 1,247 620 564 441 331 309 1,645 387 626 1,013 467 563 1,030 165

714 1,239 1,050 1,129 4,132 2,942 2,406 651 2,040 2,215 7,312 4,609 3,423 8,032 1,600 607 2,207 728

996 1,638 1,363 1,382 5,379 3,562 2,970 1,092 2,371 2,524 8,957 4,996 4,049 9,045 2,067 1,170 3,237 893

79,299 98,380 54,641 80,200 312,520 185,885 128,149 43,319 47,991 96,191 315,650 131,803 134,221 266,024 115,697 43,803 159,500 107,683

13 16 9 24 62 24 15 6 3 7 31 10 13 23 21 1 22 28

184,893 162,734 128,230 160,148 636,005 317,456 251,787 89,791 108,384 162,648 612,610 234,573 249,071 483,644 205,513 82,866 288,379 154,281

302 208 174 259 943 353 387 227 354 434 1,402 329 394 723 371 153 524 192

1,354 736 631 1,305 4,026 834 2,138 594 1,328 688 4,748 1,210 1,224 2,434 1,036 274 1,310 535

1,656 944 805 1,564 4,969 1,187 2,525 821 1,682 1,122 6,150 1,539 1,618 3,157 1,407 427 1,834 727

1,129 1,039 677 1,141 3,986 2,048 1,368 637 897 1,094 3,996 987 1,498 2,485 1,266 592 1,858 987

223 281 136 348 988 411 465 169 238 309 1,181 380 557 937 411 130 541 279

1,352 1,320 813 1,489 4,974 2,459 1,833 806 1,135 1,403 5,177 1,367 2,055 3,422 1,677 722 2,399 1,266

3,008 2,264 1,618 3,053 9,943 3,646 4,358 1,627 2,817 2,525 11,327 2,906 3,673 6,579 3,084 1,149 4,233 1,993

392,145 223,064 217,869 294,941 1,128,019 441,812 368,455 205,683 271,938 177,141 1,023,217 309,444 347,259 656,703 312,240 131,678 443,918 171,670

262 116 106 149 633 373 815 184 467 101 1,567 564 450 1,014 391 59 450 187

392,407 223,180 217,975 295,090 1,128,652 442,185 369,270 205,867 272,405 177,242 1,024,784 310,008 347,709 657,717 312,631 131,737 444,368 171,857

330,696 228,544 198,250 280,231 1,037,721 421,645 343,566 184,382 221,460 178,253 927,661 301,649 350,638 652,287 306,790 130,804 437,594 159,278

2,217 570 992 1,195 4,974 1,091 1,607 926 1,419 799 4,751 916 720 1,636 975 367 1,342 659

332,913 229,114 199,242 281,426 1,042,695 422,736 345,173 185,308 222,879 179,052 932,412 302,565 351,358 653,923 307,765 131,171 438,936 159,937

271,780 302,083 200,482 288,752 1,063,097 516,328 337,475 154,976 158,582 231,767 882,800 327,269 353,780 681,049 308,013 152,099 460,112 228,358

997,100 754,377 617,699 865,268 3,234,444 1,381,249 1,051,918 546,151 653,866 588,061 2,839,996 939,842 1,052,847 1,992,689 928,409 415,007 1,343,416 560,152

12,448 8,260 8,595 10,804 40,107 16,192 15,948 6,615 8,512 8,168 39,243 12,289 13,186 25,475 11,267 4,602 15,869 8,075

7,255 3,730 5,578 6,452 23,015 5,576 6,315 2,845 5,402 3,170 17,732 5,259 5,390 10,649 3,470 1,350 4,820 1,776

19,703 11,990 14,173 17,256 63,122 21,768 22,263 9,460 13,914 11,338 56,975 17,548 18,576 36,124 14,737 5,952 20,689 9,851

2,111 1,674 1,343 1,842 6,970 3,244 2,978 1,042 1,364 1,627 7,011 2,236 2,424 4,660 2,255 910 3,165 1,534

233 81 51 160 525 206 270 73 81 81 505 139 96 235 170 43 213 105

2,344 1,755 1,394 2,002 7,495 3,450 3,248 1,115 1,445 1,708 7,516 2,375 2,520 4,895 2,425 953 3,378 1,639

2,497 2,222 1,943 2,089 8,751 4,602 4,542 1,139 2,416 3,556 11,653 3,171 2,558 5,729 3,576 1,148 4,724 3,029

13 23 5 21 62 18 86 11 121 33 251 48 48 96 49 14 63 6

2,510 2,245 1,948 2,110 8,813 4,620 4,628 1,150 2,537 3,589 11,904 3,219 2,606 5,825 3,625 1,162 4,787 3,035

2,263 1,570 1,545 1,674 7,052 3,207 2,009 1,093 1,160 1,343 5,605 1,750 1,695 3,445 1,730 771 2,501 1,650

26,820 17,560 19,060 23,042 86,482 33,045 32,148 12,818 19,056 17,978 82,000 24,892 25,397 50,289 22,517 8,838 31,355 16,175

35,836 22,219 19,034 29,451 106,540 38,427 31,697 17,032 23,143 14,715 86,587 26,037 30,256 56,293 30,135 11,390 41,525 16,106

39,205 21,053 14,670 32,287 107,215 32,158 19,264 12,325 20,423 14,661 66,673 20,704 22,269 42,973 27,689 7,080 34,769 17,419

75,041 43,272 33,704 61,738 213,755 70,585 50,961 29,357 43,566 29,376 153,260 46,741 52,525 99,266 57,824 18,470 76,294 33,525

1,286,862 980,207 800,311 1,113,249 4,180,629 1,805,981 1,391,172 679,744 827,689 800,588 3,699,193 1,248,954 1,383,513 2,632,467 1,217,347 526,330 1,743,677 766,126

858,466 534,886 509,930 680,861 2,584,143 1,029,952 872,563 450,993 576,387 441,904 2,341,847 741,381 841,279 1,582,660 734,062 311,186 1,045,248 394,882

894,302 557,105 528,964 710,312 2,690,683 1,068,379 904,260 468,025 599,530 456,619 2,428,434 767,418 871,535 1,638,953 764,197 322,576 1,086,773 410,988

392,560 423,102 271,347 402,937 1,489,946 737,602 486,912 211,719 228,159 343,969 1,270,759 481,536 511,978 993,514 453,150 203,754 656,904 355,138
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4 ．自動車特定整備事業の認証申請等の提出書類
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5 ．自動車検査証の有効期間及び定期点検の間隔に関する整理表


